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山
形
県
で
は
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
を

目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
や
ま
が
た

２
０
５
０
」
を
宣
言
し
、
そ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
一
人

一
人
の
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
は
、
太
陽
光
、
風
力
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
、
小
水
力
な
ど
、
多

様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電

所
が
立
地
し
て
い
ま
す
。
本
市
は
引

き
続
き
省
エ
ネ
の
推
進
と
と
も
に
、

地
域
の
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
後
押

し
し
て
い
き
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は

　
私
た
ち
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
脱
炭
素
）の
実
現
を
目
指
す
と
き
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
減
ら
し
た

り
、
森
林
に
よ
る
吸
収
量
を
増
や
し
た

り
す
る
こ
と
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
が

必
要
で
す
。
こ
の
課
題
解
決
策
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
太
陽
光
や
風
力
、
水
力
な

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

天
候
に
左
右
さ
れ
る
不
安
定
な
側
面
も

あ
る
た
め
、
火
力
発
電
な
ど
、
安
定
し

た
電
源
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
風
力
発
電
は
、
年
間
を
通
し
て
一
定

の
目
安
以
上
の
風
が
吹
く
エ
リ
ア
が
適

地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
庄
内
地
域
は
以

前
か
ら
風
が
吹
く
自
然
環
境
を
生
か
し
、

陸
上
風
力
発
電
所
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

本
市
沖
は
令
和
４
年
度
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
が

実
施
し
た
現
地
調
査
で
、
洋
上
風
力
発
電

の
将
来
性
が
高
い
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

※

国
立
研
究
開
発
法
人 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

　開
発
機
構

な
ぜ
︑
今

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
か

風
が
吹
く
自
然
環
境
を
生
か
す

　
風
力
発
電
は
、
陸
上
だ
け
で
な
く

洋
上
で
も
発
電
が
で
き
ま
す
。

　
洋
上
風
力
発
電
は
、
風
の
力
を
電

気
に
変
え
る
た
め
、
燃
料
不
足
に
な

る
心
配
も
な
く
、
強
い
風
が
吹
く
沿

岸
で
は
、
よ
り
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
国

内
で
も
発
電
事
業
の
検
討
が
進
ん
で

お
り
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
お
よ

び
関
連
産
業
の
集
積
に
よ
る
地
域
振

興
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の

風
況
を
調
査
す
る
と
、
北
海
道
と
東

北
、
九
州
が
洋
上
風
力
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
（
潜
在
能
力
、
将
来
性
）
が

大
き
い
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
期
待
さ
れ
る
﹁
洋
上
風
力
発
電
﹂

もっと知りたい 洋上風力Ｑ＆Ａ

海に風車を作ると、
漁業に支障があるんじゃ
ないの？

平成30年に成立した「再エネ海
域利用法」では、漁業関係者を
含む協議会で丁寧に協議を行
い、「漁業に支障を及ぼさないこと
が見込まれる」海域を促進区域
に指定して、洋上風力発電の導
入を促進することとしています。

　
海
域
利
用
の
ル
ー
ル
を
定
め
、
漁

業
者
な
ど
の
先
行
利
用
者
と
の
調
整

の
枠
組
み
を
定
め
た
「
再
エ
ネ
海
域

利
用
法
」
の
施
行
に
よ
り
、
今
後
、

国
内
の
洋
上
風
力
発
電
の
導
入
拡
大

が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
発
電
量
が
多
く
な
る

　
海
上
は
障
害
物
が
な
く
、
陸
上
よ

り
も
安
定
し
た
強
い
風
が
吹
く
た
め

効
率
的
に
発
電
が
で
き
ま
す
。

●
広
大
な
面
積
で
検
討
が
可
能
で
あ

り
、風
力
発
電
設
備
の
大
型
化
に
対

応
が
可
能

　
発
電
量
を
増
や
す
た
め
に
は
設
備

の
大
型
化
が
必
要
で
す
が
、
海
上
で

は
船
を
使
っ
た
大
規
模
輸
送
が
で
き
、

陸
上
に
比
べ
大
型
風
車
の
部
品
の
運

搬
に
制
限
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

※

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係

　る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（一財）東京水産振興会 
水産振興 ONLINE

「洋上風力発電の動向が
気になっている」

洋
上
風
力
の
メ
リ
ッ
ト

な
ぜ
海
の
上
な
の
？

もっと知りたい方は
こちらから

再エネ海域利用法と
漁業に関する解説は
こちらがおすすめ

Ｑ

A

なぜ酒田市沖で
洋上風力発電を
検討しているの？

東北の日本海側は風況に
優れており、酒田市沖の海
底は砂地で風車建設に適
しています。そのため、酒田
市沖でも、先行している秋
田市沖や遊佐町沖と同様
に検討が進められています。

Ｑ

A

もっと遠くに
建てられないの？

陸地からもっと遠くに風車を建てる場合、水
深の関係から風車を海上に浮かばせる「浮
体式」とする必要がありますが、現時点では
技術が未成熟です。また、風車を建てるため
には、海の先行利用者の同意をもらう必要
があるため、現時点では漁業権が設定され
ている沖合約１キロ㍍～４キロ㍍までの範
囲に絞って検討する予定です。

Ｑ

A

▲出典／NEDO NeoWins（洋上風況マップ）

森林等によるCO₂吸収量の増加

徹底した省エネと
再生可能エネルギー
の導入による
CO₂排出量の削減温室効果ガス

排出量

温室効果ガス
吸収量

温室効果ガス
排出量

温室効果ガス
吸収量

現在

◀カーボン
　ニュートラル

2050年

資源エネルギー庁
ホームページ

「なっとく！再生可能エネルギー」

重力式
基礎 モバイル式

基礎 ジャケット式
基礎

バージ型
浮体 セミサブ型

浮体

スパー型
浮体

TLP浮体
Tension Leg Platform：

緊張係留式（　　　　　　　）
50m

水深
100m

水深
200m

洋上風力の形式

出典：カーボンニュートラルやまがたアクションプラン

＝

※浮体形式の図示位置は、必ずしも適用
　範囲もしくは最適水深ではありません

着床式 浮体式
※

※

　地球温暖化は、私たちの活動による温室効果ガスの排出量の
増加が大きな要因と考えられ、気象災害の一因となると考えられて
います。一方、私たちが生活していくには、電気やガスなどが欠かせ
ません。今回は多様な再生可能エネルギーの観点から考えます。

年平均風速

3　 4　 5　 6　 7　 8　 9　10　11 m/s
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います。一方、私たちが生活していくには、電気やガスなどが欠かせ
ません。今回は多様な再生可能エネルギーの観点から考えます。

年平均風速
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皆さんのご意見を
お寄せください

これまでの検討経過はこちらから
（山形県ホームページ）

　
10
月
３
日
、
洋
上
風
力
発
電
に
つ

い
て
、
酒
田
市
沖
を
「
再
エ
ネ
海
域

利
用
法
」
に
お
け
る
「
有
望
な
区
域
」

と
し
て
選
定
す
る
こ
と
が
経
済
産
業

省
と
国
土
交
通
省
か
ら
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
酒
田
市
沖
で
の
洋

上
風
力
発
電
の
導
入
可
能
性
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
議
論
が
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

 

「
有
望
な
区
域
」
に
指
定
さ
れ
た
酒

田
市
沖
は
、「
促
進
区
域
」
の
１
段

階
前
に
あ
た
り
、「
早
期
に
促
進
区

域
に
指
定
で
き
る
見
込
み
が
あ
り
、

よ
り
具
体
的
に
検
討
を
進
め
る
べ
き

区
域
」
に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　
地
域
の
意
見
を
確
認
す
る
た
め
山

形
県
で
は
、①
山
形
県
地
域
協
調
型

洋
上
風
力
発
電
研
究
・
検
討
会
議（
全

体
会
議
）
と
、
そ
の
下
部
組
織
と
な

る
②
酒
田
沿
岸
域
検
討
部
会
（
酒
田

部
会
）
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
に

基
づ
き
、
国
が
設
置
す
る
法
定
協
議

会
に
向
け
て
、①
、②
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
住
民
説
明
会
や
海
域
先
行

利
用
者
で
あ
る
漁
業
者
向
け
の
勉

強
会
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
理

解
を
深
め
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ

て
い
く
予
定
で
す
。

　
風
車
な
ど
設
備
の
規
模
は
、今
後
、

洋
上
風
力
発
電
を
目
指
す
事
業
者
が

行
う
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
中
で
各

社
か
ら
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
風
車
の
高
さ
は
約
２
５
０
㍍
〜

３
０
０
㍍
の
規
模
に
な
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
ま
す
。

洋
上
風
力
発
電
用
の
風
車
の

大
き
さ
は
ど
の
く
ら
い
？

　
酒
田
は
昔
か
ら
風
の
強
い
ま

ち
。
厄
介
な
イ
メ
ー
ジ
の
強
い

風
を
有
効
利
用
で
き
る
洋
上
風

力
発
電
の
導
入
の
検
討
は
、
未

来
の
酒
田
を
考
え
る
上
で
ひ
と

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
国
内
で
既
に
複
数
の
洋
上
風

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

議
論
す
る
こ
と
が
大
切

期
待
さ
れ
る
酒
田
港
の

機
能
強
化

　
洋
上
風
力
発
電
は
、
陸
上
の
風
力

発
電
に
比
べ
て
発
電
設
備
の
大
型
化

が
進
み
、
建
設
時
に
は
、
風
車
の
ブ

レ
ー
ド（
羽
）や
支
柱
な
ど
を
運
ぶ
大

型
の
船
が
着
岸
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

風
車
建
設
を
行
う
広
大
な
拠
点
が
必

要
で
あ
り
、
酒
田
港
が
機
能
強
化
さ

れ
基
地
港
湾
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

﹁
有
望
な
区
域
﹂
の
選
定
と
は
？

今
後
の
見
通
し

市公式LINE 基本メニュー内
「広報特集アンケート」をタップ
【期間：11月20日㈪まで】

　
洋
上
風
力
発
電
の
導
入
可
能
性
に

つ
い
て
は
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心

に
協
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

法
定
協
議
会
で
は

ど
ん
な
こ
と
が

話
し
合
わ
れ
る
の
？

酒
田
市
沖
の
検
討
経
過
と
今
後
の
見
通
し

酒田沿岸域
検討部会

写真提供：秋田洋上風力発電㈱

洋上風力発電事業の流れ

平成30年７月～

酒田市沖は今この段階↓ ↓遊佐町沖は今この段階

山形県地域協調型
洋上風力発電研究・

検討会議

有望な区域
への整理

事業者公募・
選定

促進区域
の指定 設計 工事 発電期間

（20年程度）
解体・
事業終了

令和４年２月～

酒田沿岸域
検討部会での
検討・協議

法定協議会での検討・協議

１年程度
10年程度

最長30年間

地域協調型
洋上風力発電研究・

検討会議

力
発
電
が
事
業
化
さ
れ
て
い
る

中
、
本
市
で
は
先
進
地
の
状
況

を
注
視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
本

地
域
で
発
電
さ
れ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
や
市
民
が

利
用
で
き
る
仕
組
み
や
、
そ
の

利
用
に
よ
る
新
た
な
産
業
の
創

出
や
企
業
の
誘
致
な
ど
が
で
き

な
い
か
、
環
境
・
景
観
な
ど
へ

の
影
響
は
ど
う
な
る
の
か
な

ど
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
議
論
さ
れ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、「
地
域
の
意
見
」

を
と
り
ま
と
め
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
進

捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て

ま
い
り
ま
す
。ま
た
山
形

県
と
本
市
共
同
の
住
民
向

け
の
説
明
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
、
本
紙
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 ◆風力発電施設の建設などによる

騒音や景観の変化などについて
は、別途環境影響評価法による
調査を行います。

●
騒
音
や
鳥
類
、
景
観
な
ど

環
境
に
配
慮
す
べ
き
こ
と

●
漁
業
者
や
港
湾
利
用
者
な

ど
の
海
の
先
行
利
用
者
と

調
整
す
べ
き
こ
と

●
洋
上
風
力
発
電
を
通
じ
た

地
域
活
性
化
策

●
洋
上
風
力
発
電
を
活
用
し

た
地
域
・
漁
業
の
将
来
像

な
ど

酒田市

鶴岡市

三川町
庄内町

遊佐町

遊
佐
町
沖
想
定
海
域

促
進
区
域

酒
田
市
沖
想
定
海
域

有
望
な
区
域

約
22
キ
ロ
㍍

約4キロ㍍

洋上風車
（15,000～20,000kw程度）

約220～280m

約
25
0～
30
0m

約
11
9m

（2,300kw）
陸上風車 酒田市十里塚

風力発電所（　　　）

酒田市沖想定海域を北側から望む

陸上の風車より
大きくなるんだね

建設時には
大型の風車の部材が
集積するんだね

特集　 風のまち 酒田の未来を考える
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1
　

本
市
で
は
、
生
徒
数
の
減
少
に
よ
っ

て
学
校
単
独
で
の
部
活
動
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
学
校
部
活

動
に
つ
い
て
地
域
移
行
計
画
を
定
め
ま

し
た
。
生
徒
が
自
分
の
希
望
や
目
標
な

ど
に
応
じ
て
文
化
部
・
運
動
部
を
自
由

に
選
択
で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
生

徒
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
地
域

の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
教
員

の
働
き
方
改
革
の
推
進
を
目
指
す
も
の

で
す
。

　

今
後
、
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
、
各
中

学
校
区
を
基
本
と
し
、
休
日
の
部
活
動

を
地
域
の
諸
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
運

営
に
移
行
し
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の

視
点
に
よ
り
、
各
中
学
校
区
の
運
営
団

体
を
整
理
・
統
合
し
ま
す
。

各
中
学
校
区
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
を
支

え
る
ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー
タ
ー（
指
導
者
、

サ
ポ
ー
ト
者
）を
募
集
し
ま
す

　

資
格
を
持
っ
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん

「
経
験
を
生
か
し
て
ス
ポ
ー
ツ
指
導
が

し
た
い
」「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地
域

問
市
学
校
教
育
課
指
導
係 

　

☎︎
２
６-

５
７
7
５

土
日
の
中
学
校
部
活
動

の
地
域
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
の

移
行
を
進
め
て
い
き
ま
す

に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
種
目
／
陸
上
競
技
、
野
球
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
卓
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
テ

ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
体
操
、
剣
道
、

柔
道
な
ど

◆
登
録
方
法
な
ど
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
文
化
部
は
来
年
度
か
ら
募
集
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会
＆
説

明
会
を
開
催
し
ま
す

　

子
ど
も
に
と
っ
て
の
望
ま
し
い
「
ス

ポ
ー
ツ
環
境
」
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
11
月
25
日
㈯
午
後
６
時
～
７
時

30
分

場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
／
部
や
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
や
指
導

に
関
心
の
あ
る
方

内
容
／
講
習
「
子
ど
も
と
共
に
歩
む
指

導
者
の
姿
」、
意
見
・
情
報
交
換

申
し
込
み
／
11
月
17
日
㈮
ま
で
市
役
所
６

階
同
課
へ
直
接
ま
た
は
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
か
ら

　
８
月
開
催
の
酒
田
の
花
火
に
お
い
て
、

約
１
千
９
０
０
万
円
の
収
入
不
足
が
生

じ
、
そ
の
不
足
額
を
市
で
負
担
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
結
果
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
当
初
の
計
画
】
人
口
減
少
や
資
材
高

騰
な
ど
の
状
況
で
も
持
続
可
能
な
花
火

大
会
を
目
指
し
、
事
業
資
金
確
保
を
検

討
し
ま
し
た
。
チ
ケ
ッ
ト
代
を
見
直
し
、

有
料
席
も
増
設
し
て
２
万
人
の
来
場
を

見
込
み
ま
し
た
。
ま
た
二
尺
玉
競
技
大

会
を
目
玉
と
し
て
集
客
力
向
上
に
努
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
収
入
不
足
が
生
じ
た
経
過
】
有
料
席

購
入
者
の
利
便
性
確
保
な
ど
の
た
め
、

観
覧
席
と
指
定
駐
車
場
を
セ
ッ
ト
で
販

売
す
る
方
式
を
導
入
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
指
定
駐
車
場
が
必
要
数
確
保
で
き

な
か
っ
た
こ
と
で
、
一
部
の
席
で
販
売

を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
有
料

席
購
入
者
が
１
万
２
千
人
に
と
ど
ま
り
、

今
回
の
収
入
不
足
額
が
生
じ
ま
し
た
。

【
不
足
額
の
対
応
】
不
足
額
は
、
市
議

問
市
交
流
観
光
課
観
光
戦
略
係
（
酒
田
の

花
火
実
行
委
員
会
事
務
局
） 

☎︎
２
６-

５
７
５
９

酒
田
の
花
火
の
収
入
不
足
に

つ
い
て

会
９
月
定
例
会
に
て
補
正
予
算
を
編
成

し
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、

市
議
会
か
ら
次
の
付
帯
決
議
が
付
さ
れ

ま
し
た
。

①
持
続
可
能
な
事
業
と
し
て
の
財
源
確

保
と
実
効
性
の
あ
る
計
画
の
策
定

②
実
行
委
員
会
に
お
け
る
組
織
体
制
と

業
務
内
容
の
明
確
化

③
市
民
や
来
訪
者
の
誰
も
が
楽
し
め
る

花
火
大
会
の
企
画

【
来
年
度
以
降
の
あ
り
方
】

　

今
回
の
市
議
会
に
お
け
る
付
帯
決
議

や
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意

見
な
ど
を
重
く
受
け
止
め
、
今
後
は
事

業
計
画
段
階
で
実
効
性
の
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
大
会
構
成
の
検
証
や
見
直

し
も
含
め
検
討
を
進
め
大
会
の
黒
字
化

を
図
り
ま
す
。

　

来
年
度
以
降
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

満
足
で
き
る
「
市
民
の
花
火
」
と
し
て

の
大
会
を
第
一
に
考
え
、
市
外
か
ら
も

酒
田
に
多
く
の
人
を
呼
ぶ
こ
と
の
で
き

る
大
会
と
し
て
両
立
さ
せ
、
伝
統
と
歴

史
あ
る
酒
田
の
花
火
の
運
営
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

詳
し
く
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

6
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問
市
福
祉
企
画
課
地
域
福
祉
係 

☎︎
２
６-

５
７
３
１

灯
油
な
ど
の
購
入
費
用
の一部
を
給
付
し
ま
す

2
　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
低
所
得

世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

灯
油
な
ど
の
購
入
費
用
を
給
付
し
ま
す
。

対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、「
支
給

の
お
知
ら
せ
」
も
し
く
は
「
申
請
書
」

を
11
月
上
旬
頃
送
付
し
ま
す
。

対
象
／
令
和
５
年
度
市
民
税
非
課
税
世

帯
で
、
10
月
１
日
現
在
、
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
ま
た
は
東
日
本
大
震

災
の
避
難
世
帯
と
し
て
本
市
に
居
住
し

て
い
る
世
帯
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯

◦
高
齢
者
世
帯
（
10
月
１
日
現
在
、
65

歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
）

◦
障
が
い
者
世
帯
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所
持
者
が
い

る
世
帯
）

◦
ひ
と
り
親
世
帯
（
平
成
17
年
４
月
２

日
以
後
に
生
ま
れ
た
子
と
父
ま
た
は
母

の
い
ず
れ
か
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
な
ど
）

◦
重
度
の
要
介
護
世
帯
（
要
介
護
度
が

４
ま
た
は
５
の
方
を
構
成
員
と
す
る
世
帯
）

◆
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
福
祉
施
設

（
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
）
入
所
世
帯
を
除

き
ま
す
。

◆
外
国
人
永
住
者
な
ど
も
給
付
対
象
。

【「
申
請
書
」
が
届
い
た
方
】

申
し
込
み
／
11
月
６
日
㈪
～
令
和
６
年

２
月
16
日
㈮
に
申
請
書
を
郵
送
ま
た
は

市
役
所
１
階
福
祉
企
画
課
の
窓
口
へ

給
付
額
／
１
世
帯
あ
た
り
１
万
円

◆
申
請
書
が
届
か
な
く
て
も
、
上
記
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
間
内
に
申
請
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

給
付
金
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

【「
支
給
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
方
】

　
「
支
給
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
世

帯
は
手
続
き
は
不
要
で
す
。
口
座
変
更

や
受
給
辞
退
な
ど
の
申
し
出
が
な
け
れ

ば
、
本
市
が
把
握
し
て
い
る
口
座
に
給

付
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

3
　

毎
年
誕
生
月
に
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書

で
届
く
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
、
年

金
記
録
（
納
付
状
況
）
や
年
金
見
込
額

（
納
付
実
績
に
対
応
）
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
過
去
の
国
民
年
金
保
険
料
で
免
除

や
未
納
の
期
間
が
あ
る
場
合
、
追
納
や

任
意
加
入
の
制
度
を
利
用
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。

●
追
納

　

過
去
10
年
以
内
の
期
間
で
、
免
除
・

納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
と
な
っ
た

分
に
つ
い
て
、
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
任
意
加
入

　

未
加
入
期
間
や
未
納
期
間
が
あ
る
方

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
間
に
任
意

で
国
民
年
金
に
加
入
し
、
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
市
国
保
年

金
課
ま
た
は
鶴
岡
年
金
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
る
か
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

☎︎
２
６-

５
７
２
８
、
鶴
岡

年
金
事
務
所 

☎︎
０
２
３
５-

２
３-

５
０
４
０

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」

将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

4
　

子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
康
で
、

心
豊
か
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
市
民

一
人
一
人
が
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
家
庭
で
は

◦
日
頃
か
ら
子
ど
も
と
の
会
話
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う

◦
家
族
の
一
員
と
し
て
自
覚
を
持
つ
た

め
に
成
長
に
応
じ
た
お
手
伝
い
を
心
掛

け
、
成
果
に
関
わ
ら
ず
、
感
謝
の
気
持

ち
を
子
ど
も
に
伝
え
ま
し
ょ
う

◦
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
し
た
犯
罪
や
い
じ

め
に
関
わ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
通

信
機
器
利
用
の
約
束
を
作
り
ま
し
ょ
う

●
地
域
で
は

◦
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
育
て

る
を
合
言
葉
に
、
大
人
が
子
ど
も
を
し
っ

か
り
と
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
あ

い
さ
つ
な
ど
で
大
人
か
ら
積
極
的
に
声

を
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う

◦
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
り

ま
す
。
大
人
が
子
ど
も
の
見
本
と
な
り

ま
し
ょ
う

問
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（
酒
田
市
青
少
年
を
伸
ば
そ

う
市
民
会
議
事
務
局
） 

　

☎︎
２
４-

２
９
９
２

全
国
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間

―
育
て
よ
う
心
豊
か
な
子
ど
も
達
へ
―

▲まいぷれ酒田ホームページ
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問【
児
童
へ
の
虐
待
】市
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
家
庭
係 

☎︎
２
４-

０
９
８
１

　
【
女
性
へ
の
暴
力
】市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ 

☎︎
２
６-

５
６
１
６

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

児
童
虐
待
・
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

5
11
月
は
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童
虐

待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

●
し
つ
け
と
虐
待

　

し
つ
け
と
し
て
体
罰
を
正
当
化
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
保
護
者
は
し
つ
け
の
つ

も
り
で
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て
有
害
で

あ
れ
ば
虐
待
で
す
。

　

保
護
者
以
外
の
同
居
人
が
子
ど
も
に

暴
力
を
振
る
っ
て
い
る
の
を
保
護
者
が

知
っ
て
い
て
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る

こ
と
も
虐
待
で
す
。

　

女
性
の
約
４
人
に
１
人
は
、
配
偶
者

か
ら
の
身
体
的
暴
行
、
心
理
的
攻
撃
、

経
済
的
圧
迫
、
性
的
強
要
を
一
つ
で
も

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
女
性
に
対

す
る
暴
力
の
根
絶
は
、
男
女
と
も
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
上
で

重
要
な
課
題
で
す
。

　

暴
力
に
は
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
も
含
ま
れ
、
決
し
て
許

さ
れ
な
い
人
権
侵
害
で
す
。

●
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

24
時
間
電
話
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

相
談
電
話
番
号
／
内
閣
府
Ｄ
Ｖ
相
談
＋プ
ラ
ス

7
０
１
２
０-

２
７
９-

８
８
９

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
に
気
づ
い
た

ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
本
来
大
人

が
担
う
と
想
定
さ
れ
る
家
事
や
家
族
の

世
話
な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
子

ど
も
の
こ
と
で
す
。
年
齢
に
見
合
わ
な

い
「
重
い
負
担
や
責
任
」
に
よ
り
学
業

や
友
人
関
係
な
ど
に
影
響
が
生
じ
て
、

子
ど
も
ら
し
い
生
活
を
送
れ
な
い
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
は
？

　

家
庭
内
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
内
容
の
た

め
「
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
」「
誰

に
も
話
せ
な
い
、
言
い
た
く
な
い
」
と

思
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

本
人
や
家
族
に
自
覚
が
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
表
面
化

さ
れ
に
く
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

●
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
相
談
窓
口

　

困
っ
た
と
き
は
1
人
で
抱
え
ず
、
学

校
の
先
生
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

市
こ
ど
も
未
来
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
周
囲
の
大
人
か
ら
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

7
０
１
２
０-

１
８
９-

７
８
３

●困ったときは、まず相談を
連絡先 場所 電話

市こども家庭センター
（市こども未来課内）

市役所
1階

14番窓口

☎24－0981
（月曜～金曜日の午前8時30分～
 午後5時15分）
◆夜間、休日市役所宿直室 ☎２２-5111

庄内児童相談所 鶴岡市

全国共通ダイヤル

１
いち

８
は

９
やく

（２4時間365日）

◆子ども自身からの相談、子どもを守る機関（保育園・学校など）
からの相談も受け付けています。

【
２4
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル
（
文

部
科
学
省
）】

7
０
１
２
０-

０-

７
８
３
１
０

11
月
12
日
～
25
日
は
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

 

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
＆
パ
ー
プ
ル

 

リ
ボ
ン
運
動

　

児
童
虐
待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
」
と
女
性
に
対
す

る
暴
力
撲
滅
の
シ
ン
ボ
ル
「
パ
ー
プ
ル

リ
ボ
ン
」
を
組
み
合
わ
せ
た
ツ
リ
ー
を

市
役
所
正
面
玄
関
に
展
示
し
ま
す
。

期
間
／
11
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

 

日
和
山
公
園
六
角
灯
台

 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

オ
レ
ン
ジ
色
と
パ
ー
プ
ル
色
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
（
交
互
に
点
灯
し
ま

す
）。

日
時
／
11
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭
日
没
～

午
後
９
時

 

児
童
虐
待
防
止
・
女
性
に
対
す
る

 

暴
力
撲
滅
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展

期
間
／
11
月
11
日
㈯
～
26
日
㈰

場
所
／
市
役
所
１
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

▲昨年のパネル展の様子

8
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一流の演奏を地域のホールで、500円で楽しめる
地域ワンコインコンサート

バイオリニスト 礒 絵里子 音楽イベント6
問希望ホール ☎26-5450

12月のリサイタルをより楽しむために
アナリーゼワークショップ
　　　11月９日㈭
　　　午後7時～8時（開場6時30分）
　　　希望ホール
　　　一般500円
　　　25歳以下と12月17日㈰の公演
　　　チケットを持っている方は無料
　　　　 当日会場へ
◆就学前児童入場不可。

　　　11月11日㈯
　　　午後2時～2時45分
　　　（開場1時30分）
　　　ひらたタウンセンター
　　　シアターOZ
　　　210人

一般500円
25歳以下無料

開催当日の午後1時～
会場で販売
◆就学前児童も入場可。

▲ワンコイン
　コンサート

▲アナリーゼ
　ワークショップ

日時

場所
費用

申し込み

日時

場所

定員

チケット販売

チケット（全席自由）

♪アナリーゼワークショップとは
　演奏する楽曲の魅力や作曲家に
ついて、アーティスト本人がわかり
やすく解説します。コンサートを深く
楽しみたい方はもちろん、クラシック
初心者も楽しめる内容です。

問
市
健
康
課
成
人
保
健
係 

☎
２
４-

５
７
３
３

11
月
８
日
は
「
い
い
歯
の
日
」、

い
い
歯
で
い
い
笑
顔
！

7
　

す
っ
か
り
晩
秋
に
な
り
鈴
虫
や
コ
オ

ロ
ギ
な
ど
の
声
も
聞
か
な
く
な
り
ま
し

た
。
虫
の
声
と
は
い
い
ま
す
が
、
実
際

に
は
オ
ス
が
羽
を
こ
す
り
合
わ
せ
て
音

を
出
す
求
愛
行
動
で
、
鳴
き
す
ぎ
る
と

羽
が
削
れ
て
音
が
悪
く
な
る
の
だ
そ
う
。

　

こ
す
り
合
わ
せ
て
削
れ
る
と
い
え
ば

人
間
に
も
「
歯
ぎ
し
り
」
が
あ
り
、
こ

れ
が
な
か
な
か
厄
介
で
す
。
皆
さ
ん
が

想
像
す
る
、
が
り
が
り
と
歯
を
こ
す
り

合
わ
せ
る
音
が
す
る
症
状
は
「
グ
ラ
イ

ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
い
ま
す
が
、
ほ
か

に
も
ギ
ュ
ー
ッ
と
か
み
し
め
る
「
ク
レ

ン
チ
ン
グ
」、
カ
チ
カ
チ
と
リ
ズ
ミ
カ

ル
に
か
み
合
わ
せ
る
「
タ
ッ
ピ
ン
グ
」

と
い
う
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
悪
い
癖

を
総
称
し
て
「
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
周
り
の
人
の
睡
眠
の
妨
げ
に

な
る
だ
け
で
は
な
く
、本
人
の
口
に
と
っ

て
そ
の
力
が
破
壊
的
に
働
く
の
が
問
題

で
す
。上
下
の
歯
が
す
り
減
っ
て
し
ま
う

だ
け
で
な
く
、あ
ご
の
関
節
の
負
担
に
な

り
、歯
周
病
の
悪
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

歯
ぎ
し
り
の
原
因
は
、
ス
ト
レ
ス
や

か
み
合
わ
せ
の
異
常
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
歯
科
的
な
治
療
と
し
て
は
「
ナ
イ

ト
ガ
ー
ド
」
と
い
わ
れ
る
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
の
よ
う
な
治
療
装
置
が
あ
り
ま
す
。

家
族
に
指
摘
さ
れ
た
り
歯
が
す
り
減
っ

て
き
た
り
な
ど
自
覚
の
あ
る
人
は
、
か

か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
に
相
談
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

対
象
／
今
年
度
内
に
40
歳
、
50
歳
、
60

歳
、
70
歳
に
な
る
方

内
容
／
歯
と
歯
肉
の
検
診
、
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
方
法
と
歯
周
疾
患
予
防
の
指
導

期
間
／
12
月
末
ま
で

費
用
／
１
千
円

◆
対
象
者
に
は
「
酒
田
市
歯
周
疾
患
検

診
助
成
券
」
を
送
付
済
み
で
す
。

訪
問
口
腔
指
導
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　

歯
科
衛
生
士
が
自
宅
な
ど
を
訪
問
し

て
相
談
に
応
じ
ま
す
（
治
療
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

対
象
／
障
が
い
な
ど
に
よ
り
歯
科
医
院

を
受
診
で
き
な
い
方
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
同
係
へ

歯
医
者
さ
ん
の
歯
の
は
な
し

9 酒田市広報　私の街さかた　2023.11.1
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11月1日～10日は高齢者の
交通事故防止推進強化旬間

11月9日～15日は秋の全国火災予防運動
―火を消して 不安を消して つなぐ未来―

問市まちづくり推進課市民相談室 ☎26-5726 問酒田地区広域行政組合消防本部予防課 ☎31-7146

　日没がさらに早まるこの時期は、夕暮れ時か
ら夜間にかけて、高齢者が関わる交通事故が多
くなります。交通事故に遭わない、起こさない
よう、次のことに注意しましょう。
●運転者
・�早めにヘッドライトを点灯し、こまめにハイ
ビームを活用しましょう
・横断歩道では歩行者最優先です
●歩行者
・�夕暮れ以降の外出時は、目
立つ明るい色の衣服と夜光
反射材を着用しましょう
●自転車
・�夕暮れ時には早めにライトを点灯し、夜光反
射材を着用しましょう
・ヘルメットを着用しましょう

●住宅防火 いのちを守るポイント
・�寝室、2階に寝室がある場合の階段などへの
住宅用火災警報器の設置が義務付けられてい
ます。設置から10年が経過したものや点検し
て不具合があったものは交換しましょう

・�消火器などを設置し、いざというときのため
に使用方法を確認しておきましょう

・�住宅火災による死亡原因第1位はたばこで
す。寝たばこは絶対にせ
ず、吸い殻は水につけ完
全に消火してください

・�避難経路と避難方法を常
に確保し、火災に備えて
ください

8
対
象
／
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
、
収

入
月
額
が
公
営
住
宅
法
の
基
準
（
一
般

世
帯 
15
万
８
千
円
以
下
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
中
学
校
卒
業
前
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯
な
ど 
25
万
９
千
円
以
下
）

に
適
合
す
る
方

入
居
日
／
12
月
22
日
㈮

家
賃
／
収
入
に
よ
る

敷
金
／
家
賃
３
か
月
分

申
し
込
み
／
11
月
２
日
㈭
～
８
日
㈬
に

抽
選
申
込
書
を
市
役
所
５
階
同
係
ま
た

は
各
総
合
支
所
建
設
係
へ

◆
抽
選
申
込
書
は
窓
口
で
記
入
し
、
そ

の
場
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
契
約
時
に
は
原
則
、連
帯
保
証
人（
庄

内
地
域
在
住
）
１
人
ま
た
は
家
賃
債
務

保
証
業
者
に
よ
る
保
証
が
必
要
で
す
。

●市営住宅
住宅名 所在地 戸数 家賃（月額）

松境団地（※1、※3） 北千日町 12 11,400円～

新橋五丁目団地（※3） 新橋五丁目 2 8,600円～

川南団地（※2、※3） 若宮町一丁目 5 10,900円～

若宮団地 若宮町二丁目 2 15,300円～

光ケ丘団地 光ケ丘二丁目 2 11,500円～

富士見町団地（※3） 富士見町一丁目 2 11,500円～

港南団地（※2） 入船町 4 14,500円～

大町団地（※2、※3） 東大町三丁目 9 16,000円～

静ケ台団地 光ケ丘一丁目 4 20,200円～

小泉団地 小泉字道南 2 13,000円～

城西住宅 字山田 1 21,800円～
※1  65歳以上の高齢者、要介護認定者、障がい者（身体障害者手帳1～2級）のいる世

帯（単身不可）が対象の住宅あり。
※2  単身用住宅あり：60歳未満の方は、市内に住所または勤務（予定）場所がある方に

限ります。
※3  高齢単身用住宅あり：60歳以上または身体障害者手帳1～4級所持などの単身の

方が申し込みできます。

●公共賃貸住宅
住宅名 所在地 戸数 家賃（月額）

八森団地 市条字上川原 1 47,700円～

平田アイホーム 飛鳥字契約場 1 35,200円～
◆収入月額が158,000円以上、259,000円以下の方を対象にしたファミリー向けの住宅です。

問
市
建
築
課
公
営
住
宅
係 

☎︎
２
６-

５
７
４
７

市
営
住
宅
・
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

10

▲秋季全国
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11
月
の
酒
田
港
へ
の
国
際
ク
ル
ー
ズ

船
の
寄
港
予
定

日
時
／
11
月
３
日
㈷
、
21
日
㈫
午
前
７

時
～
午
後
５
時
（
時
間
は
予
告
な
く
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
▼
場
所

／
酒
田
港
北
港
地
区
古
湊
ふ
頭
▼
船
名

／
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス

◆
11
月
の
天
候
を
踏
ま
え
て
、
ふ
頭
内

は
一
般
開
放
し
な
い
た
め
、
関
係
者
以

外
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。
船
を
見
学

で
き
る
最
寄
り
の
場
所
は
、
酒
田
北
港

緑
地
展
望
台
が
あ
り
ま
す
。

◆
寄
港
が
中
止
と
な
っ
た
場
合
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
商
工
港
湾
課
港
湾
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
振
興
係

☎
２
６-

５
７
５
８

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）の
情
報
伝
達
試
験

　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
を
使
用
し
、

国
と
連
携
し
た
全
国
一
斉
の
情
報
伝
達

試
験
を
行
い
ま
す
。
防
災
ラ
ジ
オ
か
ら

も
放
送
が
流
れ
ま
す
。

日
時
／
11
月
15
日
㈬
午
前
11
時
～

◆
今
回
の
訓
練
で
は
緊
急
速
報
メ
ー
ル

の
配
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係 

☎
２
６-

５
７
０
１

冬
期
間
の
公
園
の
利
用

　

次
の
公
園
を
除
き
、
３
月
下
旬
ま
で

公
園
の
ト
イ
レ
・
水
飲
み
場
な
ど
を
閉

鎖
し
ま
す
。

◦
日
和
山
公
園
（
灯
台
型
） 

◦
飯
森
山

公
園
（
駐
車
場
） 

◦
中
央
公
園 

◦
最

上
川
河
川
公
園
（
ス
ワ
ン
パ
ー
ク
） 

◦

光
ケ
丘
公
園
（
ふ
く
ろ
う
展
望
台
脇
）

◆
冬
期
間
は
、
市
内
全
て
の
公
園
の
ブ

ラ
ン
コ
と
シ
ー
ソ
ー
を
取
り
外
し
ま
す
。

◆
遊
具
の
再
設
置
は
積
雪
状
況
を
見
な

が
ら
順
次
行
い
ま
す
。

問
市
整
備
課
公
園
緑
地
係 

☎
２
６-
５
７
４
５

油
の
流
出
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く

な
る
冬
は
、
灯
油
な
ど
が
漏
れ
出
し
、

河
川
に
流
れ
出
す
油
流
出
事
故
が
多
発

し
ま
す
。
油
の
流
出
事
故
が
発
生
す
る

と
、
水
道
水
源
の
汚
染
や
周
辺
環
境
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

火
災
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
流
出
し
た
油
の
回
収
に
は
多
額

の
費
用
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

費
用
は
油
を
流
出
さ
せ
た
原
因
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
給
油
す
る
際
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

◦
落
雪
に
よ
る
タ
ン
ク
の
転
倒

◦
定
期
的
な
確
認
を
怠
ら
な
い

◦
破
損
防
止
の
た
め
配
管
場
所
に
目
印

を
つ
け
る

問
市
環
境
衛
生
課
環
境
保
全
係 

☎
３
１-

０
９
３
３

新
し
い
民
生
委
員・児
童
委
員
を

紹
介
し
ま
す

氏
　
名

担
当
地
区

荒
生　

恵

亀
ケ
崎
一
丁
目
、
亀
ケ
崎

二
丁
目
１
、２
番（
９
～
22

号
を
除
く
）（
横
道
町
自

治
会
）、亀
ケ
崎
二
丁
目
３

番（
11
～
14
号
、
23
～
26

号
を
除
く
）、
亀
ケ
崎
三

丁
目
１
番
１
～
14
号
、
２

番
９
～
18
号（
戸
沢
町
自

治
会
）

阿
部　

美
江
子
字
肴
町
、字
山
田

後
藤　

拡

楯
山

問
市
福
祉
企
画
課
地
域
福
祉
係 

☎
２
６-

５
７
３
１

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

登
録
更
新

申
請
期
間
／
11
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭
▼

受
付
場
所
／
上
下
水
道
お
客
さ
ま
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
／
山
形
県
下
水
道
協
会
に

登
録
し
て
い
る
責
任
技
術
者
で
、
登
録

有
効
期
限
が
令
和
６
年
（
平
成
36
年
）

３
月
31
日
ま
で
の
方
▼
内
容
／
登
録
更

新
の
申
請
、
更
新
講
習
会
の
受
講
受
け

付
け

問
同
セ
ン
タ
ー 

☎
２
２-

１
８
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口
】

　

今
回
か
ら
完
全
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

日
時
／
11
月
12
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所
／
市
役
所
１
階
市
民
課
▼
内
容

／
初
回
申
請
、
受
け
取
り
、
更
新
、
券

面
記
載
事
項
変
更
、
暗
証
番
号
再
設
定

▼
費
用
／
無
料
▼
持
ち
物
／
本
人
確
認

書
類
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
な

ど
▼
申
し
込
み
／
11
月
10
日
㈮
午
後
５

時
ま
で
市
公
式
Lラ

イ

ン

I
N
E
か
ら

【
来
庁
困
難
な
方
向
け 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
出
張
申
請
】

　

自
宅
や
施
設
な
ど
に
市
職
員
が
訪
問

し
、
そ
の
場
で
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

期
間
／
令
和
６
年
２
月
29
日
㈭
ま
で
▼

費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
令
和
６
年

１
月
31
日
㈬
ま
で
市
民
課
住
民
係
へ 

☎
２
６-

５
７
２
３

◆
詳
し
く
は
同
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

キャプション記載のない二次元コードは各記事の市ホームページへのリンクです。
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せ
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ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ 

・ 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で

地
球
と
財
布
に
や
さ
し
い
暮
ら
し

【
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
】

　

冬
季
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
つ
と

し
て
、暖
房
時
の
室
温
を
20
℃（
目
安
）

で
快
適
に
過
ご
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で

す
。
節
電
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

職
場
や
家
庭
で
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
】

　

11
月
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間

で
す
。
山
形
県
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
う
ち
、
自
動
車
か
ら
の
排
出
量
は

約
25
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。「
ふ
ん
わ

り
ア
ク
セ
ル
e
ス
タ
ー
ト
」「
車
間
距

離
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
加
速
・
減
速

の
少
な
い
運
転
」「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
」
な
ど
緩
や
か
な
運
転
を
意
識

す
る
こ
と
は
、
温
暖
化
防
止
は
も
ち
ろ

ん
、
安
全
運
転
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

問
市
環
境
衛
生
課
環
境
保
全
係 

☎
３
１-

０
９
３
３

古
本
市

日
時
／
11
月
11
日
㈯ 

①
午
前
９
時
～

午
後
３
時 

②
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所
／
①
ミ
ラ
イ
ニ 

②
ひ
ら
た
図

書
セ
ン
タ
ー
、
八
幡
分
館
▼
対
象
／
ど

な
た
で
も
▼
内
容
／
図
書
館
で
の
役
目

を
終
え
た
本
の
譲
渡
▼
申
し
込
み
／
当

日
会
場
へ

◆
無
料
で
1
人
５
冊
ま
で
。

問
中
央
図
書
館 

☎
２
４-

２
９
９
６

介
護
の
悩
み
や
思
い
を
語
り
合
う

も
し
ぇ
の
ん・あ
の
の
ん
カ
フ
ェ

日
時
／
11
月
16
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時

▼
場
所
／
中
町
に
ぎ
わ
い
健
康
プ
ラ
ザ

▼
対
象
／
認
知
症
の
方
と
家
族
や
友
人
、

認
知
症
に
関
心
が
あ
る
方
（
車
椅
子
で

の
参
加
も
可
）
▼
内
容
／
楽
し
く
脳
ト

レ
・
情
報
交
換
な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
市
高
齢
者
支
援
課
地
域
包

括
支
援
係
へ 

☎
２
６-

５
７
５
５

学
び
・
講
座

サ
ル
ベ
ー
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

高
校
生
や
大
学
生
と
一
緒
に
食
品
ロ

ス
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

日
時
／
11
月
11
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

１
時
▼
場
所
／
酒
田
南
高
等
学
校
（
浜

田
一
丁
目
）
▼
対
象
／
小
学
３
年
生
以

上
の
方
▼
定
員
／
15
人
程
度
▼
内
容
／

食
品
ロ
ス
削
減
講
座
、
家
庭
で
余
り
が

ち
な
食
材
と
旬
の
食
材
を
組
み
合
わ

せ
た
調
理
▼
費
用
／
５
０
０
円
（
材
料

費
、
保
険
料
）
▼
申
し
込
み
／
11
月
９

日
㈭
ま
で
平
田
総
合
支
所
市
民
係
へ 

☎
５
２-

３
９
１
３
、
ま
た
は
左
記
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾

 

一
般
公
開
講
座「
プ
ロ
と
経
験
者
か

ら
学
ぶ
！
農
家
の
た
め
の
経
営
継
承

講
座
」

日
時
／
11
月
16
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

４
時
40
分
▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
定
員

／
先
着
１
２
０
人
▼
内
容
／
基
調
講
演
、

経
営
継
承
の
予
定
者
お
よ
び
経
験
者
の

事
例
発
表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
▼
講
師
／
Ｈ
Ｓ
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
㈱ 

本
田
茂
氏
▼
費
用
／
無
料

問
市
農
業
委
員
会
事
務
局 

☎
２
６-

５
７
６
７

健
康
・
福
祉
・

ス
ポ
ー
ツ

図書館×h
ヘ ル ス ケ ア

ealthcare
「医療系職種になるには」
日時／11月12日㈰午前10時～午後3時▶対象／
医療職に興味がある中高生と保護者▶内容／医
療職の方との交流や相談会、医療職種の紹介説明
会▶講師／各医療従事者▶費用／無料▶申し込
み／当日会場へ

ボッチャ・モルック体験会
日時／11月19日㈰午前10時～正午▶対象／どな
たでも▶講師／酒田市スポーツ推進委員会▶費用
／無料▶申し込み／当日会場へ

ビブリオトーク
　お気に入りの本を持ち寄って、楽しくトークしませ
んか。
日時／11月29日㈬午後6時～7時▶対象／どなた
でも▶定員／先着10人▶費用／無料▶持ち物／
紹介したい本1、2冊（現物がない場合は、画像などで
も可）▶申し込み／11月5日㈰～ミライニへ

ミライニの催し
問ミライニ ☎24-2996

インフォメーションさかた

災害が起こったら

酒田市からのさまざまな情報をお知らせします。
［月曜～金曜日］午前８時～、 正午～

酒田エフエム放送で

▲申し込み
　フォーム
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キャプション記載のない二次元コードは各記事の市ホームページへのリンクです。

酒
田
の
在
来
作
物
升
田
か
ぶ
を
使
っ

た
料
理
教
室

日
時
／
11
月
12
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

午
後
１
時
▼
場
所
／
八
幡
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
定
員
／

先
着
10
人
▼
講
師
／
ル
・
ポ
ッ
ト
フ
ー

グ
ラ
ン
シ
ェ
フ 
加
藤
忍
氏
▼
費
用
／

１
千
５
０
０
円
（
材
料
代
）
▼
持
ち
物

／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
▼
申

し
込
み
／
11
月
９
日
㈭
ま
で
八
幡
総
合

支
所
地
域
振
興
係
へ 

☎
６
４-
３
１
１
１

酒
田
地
区
消
防
音
楽
隊 

火
災
予
防

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
／
11
月
26
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

（
開
場
１
時
）
▼
場
所
／
公
益
ホ
ー
ル

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
定
員
／
先
着

５
０
０
人
程
度
▼
内
容
／
「
ツ
バ
メ
」、

「
オ
ー
バ
ー
ザ
レ
イ
ン
ボ
ー
」
な
ど
の

演
奏
、
消
防
業
務
や
火
災
予
防
に
関
す

る
講
話
な
ど
▼
費
用
／
無
料

問
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
本

部
予
防
課
消
防
音
楽
隊
事
務
局 

☎
３
１-

７
１
４
８

こ
ど
も

（
子
育
て
・
教
育
）

11
月
は
各
種
手
当
の
支
給
月
で
す

　

次
の
期
日
に
該
当
す
る
方
の
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。

手当 振り込み日

①児童扶養手当

11月10日㈮

②特別児童扶養手当

③特別障害者手当

④障害児福祉手当・
　福祉手当（経過措置）

◆
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
が
未
提
出

の
方
は
早
急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
が
な
い
場
合
は
令
和
６
年
１
月
以

降
の
支
払
い
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

問
①
市
こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支
援

係 
☎
２
６-

５
７
３
４ 

②
同
課
発
達

支
援
係 
☎
２
６-

６
２
５
８ 

③
④
市

福
祉
企
画
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６-

５
７
３
３

里
親
の
募
集
に
つ
い
て

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
親
と
生
活
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
に
迎
え
入
れ
、

健
や
か
に
育
ん
で
く
れ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
児
童
相
談

所
ま
た
は
市
こ
ど
も
未
来
課
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
市
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
家
庭
係 

☎
２
４-

０
９
８
１

旧
鐙
屋
修
復
工
事
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
旧
鐙
屋
を
作
ろ
う
」

　

令
和
２
年
か
ら
休
館
し
、
修
復
し
て

い
る
旧
鐙
屋
で
工
事
の
見
学
と
体
験
会

を
行
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
23
日
㈷
午
前
９
時
30
分
～

正
午
▼
場
所
／
旧
鐙
屋
▼
対
象
／
小
学

生
と
保
護
者
▼
定
員
／
５
組
▼
内
容
／

大
工
さ
ん
の
技
術
「
継
手
」
の
解
説
・

実
演
・
体
験
、
カ
ン
ナ
と
ノ
コ
ギ
リ
の

体
験
、
旧
鐙
屋
組
み
立
て
に
参
加
▼
講

師
／
㈱
仲
條
建
設
、
㈱
モ
ト
タ
テ
▼
費

用
／
１
人
１
０
０
円
（
保
険
料
）
▼
申

し
込
み
／
11
月
14
日
㈫
ま
で
市
文
化
政

策
課
文
化
財
係
へ 

☎
２
４-

２
９
９
４

催
し

親子ふれあいサロンの催し

子育て支援センターの催し

対象 日時 内容 申し込み（定員）

就学前
児童と
保護者

11／8㈬
10:30～11:00

「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ 当日会場へ

11／21㈫・
22日㈬
10:00～11:00

「プレイランド」
わくわくオータムスペシャル 当日会場へ

1歳半から
就学前児童
と保護者

11／27㈪
10:00～11:00

「あそびのおへや」
親子で楽しくダンシング
講師／熊谷智佳子氏

11／13㈪
9：30～

（先着10組）

12／13㈬
10:00～11:00

「あそびのおへや」
英語であそぼう
講師／田賀ロエナ氏

11／29㈬
9：30～

（先着10組）

小学生 12／10㈰
13:30～14:30

「わんぱく広場」
スノードームを作ろう

11／27㈪
9：30～

（先着10人）

対象 日時 内容 申し込み（定員）

子育て中
妊娠中の方

【松山】11／10㈮
9:45～11:00

【八幡】12／1㈮
9：45～11：00

「ぎゅっとサロン」
子育て中のママや
パパのおしゃべりを
楽しもう！

ぎゅっとへ
（各先着5組）

問 交流ひろば内親子ふれあいサロン ☎２６‒５６１３ 
こども家庭センター「ぎゅっと」 ☎２６‒４１９９
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酒
田
市

美
術
館

☎
３
１-

０
０
９
５

11
月
５
日
㈰
～
７
日

㈫
、14
日
㈫
～
17
日
㈮

展
示
替
え
休
館

◆
第
67
回
酒
田
市
民
美
術
展
［
11
月
４

日
㈯
ま
で
］

◆
第
78
回
県
美
展
酒
田
巡
回
展
・
第
65

回
こ
ど
も
県
展［
11
月
８
日
㈬
～
13
日
㈪
］

◆
特
別
展
「
画
業
50
周
年 

一
瞬
間
の

“
煌き
ら

め
き
”
中
島
潔　

令
和
の
心
を
女

性
に
描
く
」［
11
月
18
日
㈯
～
令
和
６

年
１
月
21
日
㈰
］（
裏
表
紙
参
照
）

松
山
文
化
伝
承
館
☎
６
２-

２
６
３
２

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）休
館

◆
布
と
糸
で
織
り
な
す
母
娘
展
―
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
と
糸
掛
け
ア
ー
ト
―
「
本
市

出
身
の
菅
原
真
理
子
氏
と
阿
部
佳
奈
氏

に
よ
る
コ
ラ
ボ
」［
12
月
３
日
㈰
ま
で
］

【
菅
原
真
理
子
氏
、
阿
部
佳
奈
氏
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】
日
時
／
11
月
４
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分
▼
費
用
／

無
料
（
入
館
料
別
途
）
▼
申
し
込
み
／

同
館
へ

【
作
家 

在
廊
日
】
11
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰

◆
11
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰
午
前
11
時
～

午
後
３
時
頃
に
喫
茶
ケ
ル
ン
の
出
店

あ
り
。

【
ホ
ッ
ト
ほ
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト
】
日
時

／
11
月
23
日
㈷
午
後
２
時
～
▼
費
用
／

無
料
（
入
館
料
別
途
）

【
真
下
慶
治
記
念
室
】

◆
最
上
川
Ⅲ
・
エ
ジ
プ
ト
ス
ケ
ッ
チ
展

［
12
月
３
日
㈰
ま
で
］

本
間
家
旧
本
邸

☎
２
２-

３
５
６
２

◆
本
間
焼
展［
11
月
10
日
㈮
～
12
月
中
旬
］

本
間
美
術
館

☎
２
４-

４
３
１
１

●
美
術
展
覧
会
場

◆
徳
川
家
と
大
名
家
の
美
［
12
月
11
日

㈪
ま
で
］

【
学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】
日

時
／
11
月
12
日
㈰
午
前
11
時
～
▼
費
用

／
無
料
（
入
館
料
別
途
）

●
清
遠
閣
会
場

◆
日
本
と
中
国
の
陶
磁
器
［
12
月
11
日

㈪
ま
で
］

ひ
ら
た
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー

☎
５
２-

３
９
１
1

◆
酒
田
水
墨
画
会
作
品
展
［
12
月
31
日

㈰
ま
で
］

土
門
拳

記
念
館

☎
３
１-

０
０
２
８

◆
開
館
40
周
年
記
念
回
顧
展
「
土
門
拳

―
肉
眼
を
超
え
た
レ
ン
ズ
―
」

◆
第
42
回
土
門
拳
賞
受
賞
作
品
展 

船
尾

修
「
満
洲
国
の
近
代
建
築
遺
産
」［
令

和
６
年
１
月
14
日
㈰
ま
で
］

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

日
時
／
11
月
18
日
㈯
午
後
２
時
～
２
時

30
分
（
予
定
）
▼
定
員
／
先
着
15
人
▼

費
用
／
無
料
（
入
館
料
別
途
）
▼
申
し

込
み
／
同
館
へ

◆
第
18
回
わ
た
し
の
こ
の
一
枚
展
［
11

月
22
日
㈬
～
12
月
３
日
㈰
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
］半額料金に

割引
入館チェック欄

有効期間／
令和６年１月14日㈰
・1回のみ、2人まで有効
・コピー、プリントアウト不可
・切り取らず本紙をこのまま
　持参してください

 酒田市民限定！ 
入館割引券

山
王
く
ら
ぶ

☎
２
２-

０
１
４
６

◆
第
18
回
湊
町
酒
田
の
傘
福
展
［
11
月

５
日
㈰
ま
で
］

◆
め
ん
ご
の
ぉ 

九
谷
焼
展
［
11
月
１

日
㈬
～
30
日
㈭
］

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
作「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

酒
田
夢
の
倶
楽

「
華
の
館
」

☎
２
２-

１
２
２
３

（
入
館
無
料
）

◆
浪
漫
を
た
ど
る
紅
花
展
［
11
月
27
日

㈪
ま
で
］

【
常
設
】栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の「
亀

笠
鉾
」、
人
形
作
家 

大
滝
博
子
の
世
界

「
お
し
ん
」
人
形
ギ
ャ
ラ
リ
ー

舞
娘
茶
屋
相
馬
樓 

竹
久
夢
二
美
術
館

開
館
日
は
同
施
設
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照

水
曜
日
休
館（
他
不
定
休
あ
り
）

☎
２
１-

２
３
１
０

【
常
設
】
竹
久
夢
二
美
術
館
、
新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
現
代
雛

あ
い
お
い

工
藤
美
術
館

金
曜
～
日
曜
日
、
祝
日
開
館 

☎
０
９
０-

２
８
４
６-

６
８

４
６

◆
館
長
が
求
め
た
日
本
の
美
術
・
工
芸

品
展「
書
画・洋
画
」「
庄
内
の
工
芸
品・

民
芸
品
」［
12
月
３
日
㈰
ま
で
］

◆
休
館
日
に
来
館
希
望
の
場
合
は
要
相
談
。

展
示

◀ こども県展賞 
《青の道化師》

　酒田市立東部中学校2年 
　尾形美海

【工芸】県展賞▶
《老松》
佐々木隆
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休
日
結
婚
相
談
会

日
時
／
12
月
17
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

４
時
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／

20
歳
～
45
歳
の
独
身
男
女
▼
定
員
／
先

着
５
人
▼
内
容
／
結
婚
相
談
と
結
婚
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
の
紹
介
▼
費
用
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
11
月
６
日
㈪
～
市
公
式

Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

☎
２
６-

５
６
７
０

無
料
法
律
相
談

日
時
／
11
月
19
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所
／
市
役
所
２
階
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
▼
対
象
／
本
市
、
三
川
町
、
庄
内

町
、
遊
佐
町
在
住
か
、
本
市
に
勤
務
先

が
あ
る
方
▼
定
員
／
先
着
６
人
▼
内
容

／
法
律
に
関
す
る
相
談
（
本
人
の
こ
と

に
限
る
）
▼
相
談
員
／
新
井
野
直
樹
弁

護
士
▼
申
し
込
み
／
11
月
７
日
㈫
午
前

８
時
30
分
～
相
談
の
概
要
、
住
所
、
氏

名
を
同
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６-

５

７
２
６

借
金
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談
会

日
時
／
①
11
月
30
日
㈭
午
後
１
時
～
３

時 

②
12
月
１
日
㈮
午
後
１
時
～
３
時 

③
午
後
６
時
～
８
時
▼
場
所
／
市
役
所

２
階
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
▼
定
員
／
各

回
先
着
３
人
▼
内
容
／
借
金
の
返
済
な

ど
に
関
す
る
相
談
▼
相
談
員
／
①
新
井
野

直
樹
弁
護
士 

②
藤
井
正
寿
弁
護
士 

③

仲
野
純
一
弁
護
士
▼
申
し
込
み
／
11
月

29
日
㈬
午
後
１
時
ま
で
同
課
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ 

☎
２
６-

６
２
６
６

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

日
時
／
11
月
17
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

３
時
▼
場
所
／
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
本
市
在
住
で
、
眠
れ
な
い
、
気

分
が
ふ
さ
ぐ
な
ど
の
不
安
を
抱
え
る
専

門
医
の
治
療
を
受
け
て
い
な
い
方
▼
定

員
／
２
人
▼
内
容
／
個
別
相
談
▼
相
談

員
／
精
神
科
医
師
▼
費
用
／
無
料
▼
申

し
込
み
／
11
月
14
日
㈫
ま
で
市
健
康
課

成
人
保
健
係
へ 

☎
２
４-

５
７
３
３

ひ
き
こ
も
り
相
談
会

日
時
／
11
月
27
日
㈪
午
前
９
時
～
午
後

４
時
▼
場
所
／
市
役
所
２
階
会
議
室
▼

対
象
／
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方
、

家
族
な
ど
▼
定
員
／
先
着
６
人
▼
申
し

込
み
／
11
月
２
日
㈭
～
市
福
祉
企
画
課

地
域
福
祉
係
へ 

☎
２
６-

５
７
３
１

◆
相
談
者
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

空
き
家
等
無
料
相
談
会

日
時
／
11
月
25
日
㈯
午
後
１
時
～
３
時

▼
場
所
／
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
本
市
に
空
き
家
（
今
後
空
き

家
に
な
る
見
込
み
の
家
を
含
む
）
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
方
、
空
き
家
な
ど
を

買
い
た
い
方
・
借
り
た
い
方
な
ど
▼
相

談
内
容
／
空
き
家
・
空
き
地
に
関
す
る

売
買
、
賃
貸
借
あ
っ
せ
ん
、
相
続
手
続

き
、
登
記
・
調
査
・
測
量
、
解
体
、
融

資
な
ど
▼
相
談
員
／
酒
田
市
空
き
家
等

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
加
盟
協
会
の
宅

地
建
物
取
引
業
者
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
、
行
政
書
士
、
解
体
業
者
、

金
融
機
関
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み

／
11
月
21
日
㈫
ま
で
市
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６-

５
７
２
６

◆
予
約
の
方
を
優
先
し
ま
す
が
、
当
日

も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　　 新 刊 紹 介

　19世紀末のロンドン。
ストリートチルドレンの
クレイは、サーカス団の
檻の中で残虐な調教を受
けているオオカミと運命
的な出会いを果たす。ク
レイはオオカミを森へ返
そうと、ある計画を立て
て…。

　書き始めの苦しみ、対
象との距離感、「書く」
と「読む」のバランス、
まとはずれな誹謗中傷の
やり過ごし方、前期高齢
者になってからの変化…。
群ようこが物書き生活の
なかで考えてきたことを
つづる。『小説新潮』連
載を単行本化。

こんな感じで書いてます フォグ　霧の色をしたオオカミ へんしんやきいも
群ようこ／著　新潮社 マルタ・パラッツェージ／作　杉本　あり／訳

Naffy／イラスト　岩崎書店
あきやま　ただし／作・絵　金の星社

　へんしんやきいもを食
べると、いろんな音のおな
らが出ます。おんぷちゃ
んが食べると「おんぷお
んぷ、ぷおんぷおん」と
かわいい音で…。声に出
して繰り返し読んでみる
といろんなものが変身し
ちゃう、不思議な言葉あ
そび絵本。         ⒸTRC

一般図書 中高生向け 児童絵本

相
談
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自
衛
官
な
ど
募
集

【
技
術
空
曹
（
航
空
）】
対
象
／
20
歳
以

上
の
Ｉ
Ｔ
、
電
気
主
任
技
術
者
、
衛
生

な
ど
の
資
格
・
免
許
取
得
者
（
詳
し
い

条
件
に
つ
い
て
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
）
▼
試
験
／
12
月
８
日
㈮

▼
申
込
期
限
／
11
月
17
日
㈮

【
公
募
幹
部
（
航
空
）】
対
象
／
Ｉ
Ｔ
、

通
信
工
学
、
総
務
人
事
、
衛
生
な
ど
の

実
務
経
験
者
の
大
卒
以
上
（
詳
し
い
条

件
に
つ
い
て
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
）
▼
試
験
／
12
月
18
日
㈪
▼

申
込
期
限
／
11
月
17
日
㈮

【
一
般
曹
候
補
生
（
陸
上
・
海
上
）】
対

象
／
33
歳
未
満
（
学
歴
不
問
）
▼
試
験

／
12
月
９
日
㈯
▼
申
込
期
限
／
11
月
30

日
㈭

【
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
隊
員
、
陸

上
・
海
上
・
航
空
）】
対
象
／
33
歳
未

満
（
学
歴
不
問
）
▼
試
験
／
12
月
８
日

㈮
、
９
日
㈯
の
う
ち
１
日
▼
申
込
期
限

／
11
月
30
日
㈭

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
推

薦
）】
対
象
／
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会

活
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
が
あ
り
学
校

長
が
推
薦
す
る
17
歳
未
満
の
中
卒
男
子

（
見
込
み
可
）
▼
試
験
／
令
和
６
年
１

月
６
日
㈯
～
８
日
㈷
の
う
ち
１
日
▼
申

込
期
限
／
12
月
１
日
㈮

【
共
通
】
対
象
／
日
本
国
籍
を
有
す
る

方
▼
採
用
／
令
和
６
年
３
月
下
旬
▼
申

し
込
み
／
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部

酒
田
地
域
事
務
所
へ 

☎
２
７-

３
５
３
２

指
先
を
使
っ
て
血
行
促
進

手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室 

３
期

日
時
／
11
月
20
日
、
12
月
４
日
、
18
日
、

令
和
６
年
１
月
15
日
の
月
曜
日
午
後
２

時
～
４
時
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
定
員

／
５
人
▼
講
師
／
高
橋
沙
織
氏
▼
費
用

／
１
回
１
千
５
０
０
円
～
２
千
８
０
０

円
（
材
料
費
）
▼
申
し
込
み
／
平
日
午

前
10
時
～
午
後
４
時
に
（
公
財
）
酒
田

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局
へ 

☎
３
１-

５
５
３
９

◆
開
催
日
に
よ
っ
て
製
作
す
る
も
の
が

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
同
協
会
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

そ
ば
打
ち
体
験
＆
ち
ょ
こ
っ
と
市

日
時
／
11
月
12
日
㈰
午
前
10
時
～（
ち
ょ

こ
っ
と
市
は
９
時
～
）
▼
場
所
／
田
沢

コ
ミ
セ
ン
▼
定
員
／
先
着
50
人
▼
内
容

／
そ
ば
打
ち
体
験
、
農
産
物
や
加
工
品

販
売
▼
費
用
／
７
０
０
円
（
材
料
代
）

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
汚
れ
て
も
大

丈
夫
な
服
装
▼
申
し
込
み
／
11
月
９
日

㈭
ま
で
田
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
事

務
局
へ 

☎
５
４-

２
５
４
２

親
子
食
育
料
理
教
室
―
米
粉
の
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
―
参
加
者
募
集

日
時
／
12
月
23
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

１
時
▼
場
所
／
酒
田
調
理
師
専
門
学
校

（
幸
町
二
丁
目
）
▼
対
象
／
小
学
１
年

生
以
上
と
保
護
者
（
１
組
２
人
）
▼
定

員
／
先
着
16
組
▼
内
容
／
ケ
ー
キ
作
り

と
試
食
▼
講
師
／
同
校
講
師
▼
費
用
／

１
組
２
千
円
（
材
料
代
。
当
日
持
参
）

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
内

履
き
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
用

タ
ッ
パ
ー
▼
申
し
込
み
／
12
月
15
日
㈮

ま
で
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ま
た

は
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
同
校

へ 

☎
２
２-

０
３
９
７

◆
就
学
前
児
童
の
調
理

室
へ
の
同
行
不
可
。

希
望
ス
テ
ー
ジ
発
表
会
２
０
２
３

日
時
／
11
月
12
日
㈰
午
後
３
時
10
分
～

（
開
場
２
時
40
分
）
▼
場
所
／
希
望
ホ
ー

ル
▼
出
演
／
南
平
田
小
学
校
ス
ク
ー
ル

バ
ン
ド
、
泉
小
学
校 

泉
太
鼓
、
Ｋ
Ｐ
Ｇ
、

鳥
海
ホ
ー
プ
ウ
イ
ン
グ
ス
▼
費
用
／

無
料

問
希
望
ス
テ
ー
ジ
発
表
会
実
行
委
員
会

事
務
局
（
南
平
田
小
学
校
）
☎
５
２-

２
０
０
９

み
ん
な
の
居
場
所
古
民
家
玉
手
箱

５
周
年
＆
授
章
記
念
イ
ベ
ン
ト

期
日
／
11
月
11
日
㈯
▼
場
所
／
黒
森
コ

ミ
セ
ン
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も

【「
旬
風
」
コ
ン
サ
ー
ト
】
時
間
／
午
後

１
時
30
分
～
３
時
▼
費
用
／
無
料

【
子
ど
も
食
堂
「
キ
ッ
チ
ン
お
と
ひ

め
」】
時
間
／
午
前
11
時
～
午
後
１
時

▼
費
用
／
高
校
生
以
下
無
料
、
大
人
３

０
０
円
（
ラ
ン
チ
代
）
▼
申
し
込
み
／

11
月
10
日
㈮
ま
で
同
団
体
、
小
林
へ 

☎
０
９
０-

７
５
２
１-

５
１
４
３

ア
イ
ア
イ
ひ
ら
た
期
間
限
定 

小
学

生
以
下
入
浴
料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
／
12
月
31
日
㈰
ま
で
の
金
曜
・
土

曜
・
日
曜
日
▼
対
象
／
小
学
生
以
下

（
保
護
者
同
伴
必
須
）

問
同
施
設 

☎
６
１-

７
５
２
０

酒
田
う
た
ご
え
喫
茶
追
悼
谷
村
新
司

日
時
／
11
月
12
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

３
時
▼
場
所
／
ミ
ラ
イ
ニ
▼
定
員
／
先

着
30
人
▼
費
用
／
５
０
０
円
（
会
場
運

営
費
）
▼
申
し
込
み
／
同
団
体
、
髙
橋
へ 

☎
０
７
０-

６
６
２
９-

０
０
３
８

さ
か
た
情
報
ひ
ろ
ば

-

国
・
県
・
市
民
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ-

▲同校
　ホームページ
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キャプション記載のない二次元コードは各記事の市ホームページへのリンクです。

◆
歌
本
指
定
あ
り
。
詳
し
く
は
同
団
体

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
庄
内
認
知
症
の
つ
ど
い
」参
加
者
募
集

日
時
／
11
月
11
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

／
認
知
症
に
関
す
る
相
談
や
情
報
交
換
、

介
護
者
交
流
会
な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
山
形
県

支
部
庄
内
代
表
、
佐
藤
ひ
と
み 

☎
０
９
０-

５
８
３
８-

３
７
４
４

東
北
公
益
文
科
大
学
公
開
講
座

オ
モ
シ
ロ
イ
を
創
造
し
よ
う

ー
A
N
A
グ
ル
ー
プ
の
地
域
創
生
ー

日
時
／
11
月
21
日
㈫
午
後
６
時
30
分
～

８
時
▼
場
所
／
公
益
研
修
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
定
員
／
50
人
▼

内
容
／
Ａ
Ｎ
Ａ
が
取
り
組
ん
で
き
た
庄

内
で
の
地
域
活
性
化
や
観
光
振
興
の
取

り
組
み
と
今
後
の
展
望
▼
講
師
／
Ａ
Ｎ

Ａ
あ
き
ん
ど
㈱
庄
内
支
店
支
店
長 

前
田

誠
氏
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
11

月
17
日
㈮
正
午
ま
で
同
大
学
地
域
共
創

セ
ン
タ
ー
へ 

☎
４
１-

１
１
１
５
、

kyoso@
koeki-u.

ac.jp

ま
た
は
下
記
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら

日
本
海
総
合
病
院

糖
尿
病
患
者
会「
結
和
会
」学
習
会

日
時
／
11
月
12
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

30
分
▼
場
所
／
ミ
ラ
イ
ニ
▼
対
象
／
ど

な
た
で
も
▼
定
員
／
60
人
程
度
▼
内
容

／
糖
尿
病
と
心
臓
の
関
係
に
つ
い
て
、

椅
子
を
使
っ
た
自
宅
で
も
で
き
る
ス
ト

レ
ッ
チ
▼
講
師
／
循
環
器
内
科
医
師
、

健
康
運
動
実
践
指
導
者
▼
費
用
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
同
会
事
務
局
栄
養
管
理
室
、
阿
曽 

☎
２
６-

２
０
０
１

Ｓ
Ｒ
会「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
知
ろ
う
」

日
時
／
11
月
18
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時 

（
受
け
付
け
１
時
30
分
～
）
▼
場
所
／

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
ど
な
た

で
も
▼
定
員
／
30
人
▼
発
表
者
／
４
人

▼
費
用
／
５
０
０
円
（
資
料
代
）
▼
申

し
込
み
／
Ｓ
Ｒ
会
、
中
里
へ 
☎
０
８
０-

１
８
１
６-

３
５
９
８
、
 zap1113@

beige.plala.or.jp

が
ん
サ
ロ
ン「
ク
ロ
ー
バ
ー
」

日
時
／
11
月
22
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
▼
場
所
／
庄
内
検
診
セ
ン

タ
ー
（
東
町
一
丁
目
）
▼
対
象
／
が
ん

体
験
者
と
家
族
▼
申
し
込
み
／
当
日
会

場
へ

◆
詳
し
く
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー 

☎
２
６-

１
８
８
２

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

日
時
／
令
和
６
年
１
月
14
日
、
21
日
、

28
日
、
２
月
11
日
、
18
日
、
25
日
の
日

曜
日
午
後
６
時
～
９
時
（
全
６
回
）
▼

開
催
方
法
／
Ｚズ

ー

ム

Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
講
座
▼
対
象
／
全
日
程
に
参
加
で

き
る
方
▼
定
員
／
４
人
▼
費
用
／
６
千

円
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）
▼
申
し
込
み

／
12
月
31
日
㈰
ま
で
山
形
傾
聴
塾
、

梅
津
へ 

☎
０
９
０-

９
５
３
３-

０
５

３
２
、
kojium

etu@
icloud.com

◆
詳
し
く
は
日
本
傾
聴
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
も
れ
び
10
周
年
記
念

中
村
哲
映
画
上
映
会

日
時
／
11
月
23
日
㈷
午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所
／
公
益
研
修
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

／
映
画
「
医
師
・
中
村
哲
の
仕
事
・
働

く
と
い
う
こ
と
」
▼
費
用
／
５
０
０
円

（
入
場
料
）

問
多
機
能
福
祉
施
設
こ
も
れ
び 

☎
２
８-

８
２
５
５

1．最終処分場における測定結果
⑴地下水、放流水の放射性物質濃度 単位：ベクレル／リットル

月日 試料名 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

10／11

地下水上流 不検出 不検出 不検出
（セシウム134濃度÷60）
＋（セシウム137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出

放流水 不検出 不検出 不検出

⑵空間放射線量率 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 9／11 9／18 9／25 10／2 基準値※1

敷地境界（4地点） 0.03
～0.05

0.03
～0.04

0.03
～0.04 0.04

0.19以下
バックグラウンド※2 0.05 0.04 0.05 0.05

2．最終処分場周辺地域における測定結果
空間放射線量率 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 9／14 9／29 基準値※1

大平公会堂 0.03 0.03 0.19以下

※1基準値／「災害廃棄物
等の山形県内への受け入れ
に関する基本的な考え方」に
示されている値
※2バックグラウンド／自然放
射線量を示し、敷地内で災害
廃棄物の影響を受けない十
分に離れた地点

　　　　　　　　　　　　　　災害廃棄物の処理に関する測定結果について
　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しま
したが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域に
おける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結
果は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。

問市環境衛生課管理係 ☎31-0933

▲申し込み
　フォーム

▲同センター
　ホームページ

17 酒田市広報　私の街さかた　2023.11.1



令
和
６
年
新
年
賀
詞
交
換
会

日
時
／
令
和
６
年
１
月
４
日
㈭
午
後
２

時
～
▼
場
所
／
酒
田
産
業
会
館
（
中
町

二
丁
目
）
▼
名
簿
登
録
料
／
１
人
１
千

円
▼
申
し
込
み
／
11
月
15
日
㈬
ま
で
酒

田
商
工
会
議
所
へ 

☎
２
２-

９
３
１
１

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

す
ま
い
る
の
催
し

【
楽
し
い
映
画
鑑
賞
会
】
日
時
／
11
月

15
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
▼
内
容
／

「
寅
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
」
▼
費
用
／
無
料

【
平
田
す
ま
い
る
・
う
た
ご
え
喫
茶
】

日
時
／
11
月
20
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～

▼
費
用
／
３
０
０
円
（
運
営
費
）

問
す
ま
い
る
、
菅
原 

☎
５
２-

３
１
３
０

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

日
時
／
11
月
22
日
㈬
午
後
１
時
～
３
時

（
受
け
付
け
０
時
30
分
～
）
▼
場
所
／

酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／

ど
な
た
で
も
▼
内
容
／
現
役
介
護
職
員

に
よ
る
講
話
、
本
市
・
庄
内
町
・
遊
佐

町
の
福
祉
事
業
所
20
社
（
予
定
）
が
参

加
す
る
個
別
面
談
会
、
相
談
コ
ー
ナ
ー

▼
費
用
／
無
料

◆
３
社
以
上
面
談
し
た
方
に
菓
子
進
呈

（
先
着
20
人
）。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
酒
田 

☎
２
７-

３
１

１
１
、
山
形
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー 

☎
０
２
３-

６
３
３-

７
７
３
９

令
和
５
年
度
庄
内
地
域
議
員
協
議
会

　

地
域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
地
元
県

議
が
審
議
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
20
日
㈪
午
前
10
時
～
（
受

け
付
け
９
時
30
分
～
）
▼
場
所
／
庄
内

総
合
支
庁
（
三
川
町
）
▼
申
し
込
み
／

当
日
会
場
へ

問
山
形
県
議
会
事
務
局
議
事
調
査
課 

☎
０
２
３-

６
３
０-

２
８
４
１

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
14
日
㈯
よ
り
山
形
県
最
低
賃
金

が
時
間
額
８
５
４
円
か
ら
９
０
０
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

問
山
形
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室 

☎
０
２
３-

６
２
４-
８
２
２
４

日
弁
連
交
通
事
故
無
料
相
談

日
時
／
11
月
24
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

４
時
▼
場
所
／
市
役
所
２
階
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
▼
相
談
員
／
仲
野
純
一
弁
護

士
▼
申
し
込
み
／
事
前
に
山
形
県
弁
護

士
会
へ 

☎
０
２
３-

６
３
５-

３
６
４
８

市
民
活
動
な
ん
で
も
相
談
会

日
時
／
11
月
10
日
㈮
午
後
３
時
～
７
時

▼
場
所
／
酒
田
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
新
橋
二
丁
目
）
▼
対
象
／
市
民
活
動

団
体
で
活
動
中
の
方
、
こ
れ
か
ら
団
体

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
方
な
ど

▼
定
員
／
先
着
４
団
体
▼
内
容
／
市
民

活
動
に
お
け
る
質
問
や
悩
み
ご
と
の
相

談
▼
講
師
／
特
定
非
営
利
活
動
法
人
や

ま
が
た
絆
の
架
け
橋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

早
坂
信
一
氏
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込

み
／
11
月
９
日
㈭
ま
で
団
体
名
、
来
場

者
氏
名
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
希
望
時
間
、
主
な
相
談
内
容
を
明

記
し
（
特
非
）
や
ま
が
た
絆
の
架
け
橋

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

０
２
３
７-

８
５-

１
０
７
１
、
ま
た
は
左
記
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら

問
（
特
非
）
や
ま
が
た
絆
の
架
け
橋

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

☎
０
２
３
７-

８
５-

１
０
７
０
、
ボ
ラ
ポ
ー

ト
さ
か
た 

☎
４
３-

８

１
６
５

 

庄

内

広

域

広

報

は

こ

ん

ん

た

な

鶴岡市庄内町 遊佐町

日
時
／
11
月
３
日
㈷
～
令
和
６
年
１
月

８
日
㈷
午
後
４
時
30
分
～
９
時
30
分
▼

場
所
／
藤
島
歴
史
公
園
「H

isu 

花
」
▼

内
容
／
庄
内
最
大
規
模
を
誇
る
約
15
万

個
の
電
球
に
よ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

◆
初
日
は
「H

isu 

花 de 

な
い
と
２
０

２
３
」（
午
後
３
時
～
８
時
）
を
開
催
。

問
鶴
岡
市
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課 

☎
０

２
３
５-

６
４-

５
８
１
３

藤
島
歴
史
公
園「H

isu 

花
」

藤
島
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
２
３

四
季
の
森
し
ら
い
自
然
館

鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾

●
電
動
糸
の
こ
教
室

日
時
／
11
月
12
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

正
午
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
（
小
学
３

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
▼
費
用
／

１
千
円
（
材
料
費
、
保
険
料
）
▼
申
し

込
み
／
11
月
６
日
㈪
ま
で
同
館
へ

●
金
俣
の
新
そ
ば
で
、
そ
ば
打
ち
体
験

日
時
／
11
月
11
日
㈯
、
12
日
㈰
、
18
日

㈯
午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
▼

対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
費
用
／
２
千
２

０
０
円
【
共
通
】
場
所
／
同
館
▼
定
員

／
各
先
着
７
人
▼
申
し
込
み
／
11
月
７

日
㈫
ま
で
同
館
へ

問
同
館
内
鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾
推

進
協
議
会 

☎
７
２-

２
０
６
９

　

町
外
の
方
で
も
お
得
な
町
民
料
金
で

利
用
で
き
ま
す
。

期
間
／
11
月
３
日
㈷
～
27
日
㈪
午
前
９

時
～
午
後
４
時
（
定
休
日
は
祝
日
を
除

く
火
曜
・
水
曜
・
木
曜
日
）
▼
対
象
／

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ト
、
レ
ジ
ャ
ー
カ
ー
ト

問
同
施
設 

☎
４
２-

２
２
８
２

カ
ー
ト
ソ
レ
イ
ユ
最
上
川

「
フ
ァ
ン
感
謝
月
間
」

▲申し込み
　フォーム
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キャプション記載のない二次元コードは各記事の市ホームページへのリンクです。

酒田市休日診療所 11月の診療日と診療体制

11月の診療日／3日㈷、5日㈰、12日㈰、
19日㈰、23日㈷、26日㈰

発熱症状の有無により時間を分けて診療しています。

●発熱あり（熱が37.5℃以上）
　　　　 ☎21-5225へ（来院時間を案内します）
　受付時間／午前8時30分～11時
　診療時間／午前9時30分～11時30分

●発熱なし
　受付時間／午前8時30分～11時30分
　診療時間／午前9時～9時30分、11時30分～正午

◆保険証を忘れずに持参してください。
◆会社や学校に提出する診断書は発行しません。
◆交通事故、労働災害については診療できません。

　場所／市民健康センター別館（船場町二丁目1-31）
　電話／21-5225（診療日の受付時間中のみ）
　平日の問い合わせ／市健康課健康係 ☎24-5733

予約制

11月の各種相談 ひとりで悩まずに相談してください。
項目 日時 場所／問い合わせ

市民生活相談 月～金曜日／8：30～17：15
（12：00～13：00を除く）

市役所2階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／
8：30～17：15

市役所2階、市消費生活センター
☎26-5761（消費生活）
☎26-6266（多重債務）

山形財務事務所 
借金返済に関する
相談窓口

月～金曜日／
8：30～16：30

（祝日、年末年始除く）

山形市緑町2-15-3、山形財務事務所
1階理財課［相談専用電話］
☎023-641-5201

人権相談
月・木曜日／
9：00～16：00

（人権擁護委員駐在日）

山形地方法務局酒田支局
（上安町一丁目）
☎25-2221

人権相談
（いじめ、差別など人
権に関する相談）

第2・第4火曜日／
9:30～12:00
◆祝日（閉庁日）は除く

市役所2階、市民相談室
☎26-5760

行政相談（国や県な
ど行政に関する相談）

第1・第3火曜日／
13:30～15:00
◆祝日（閉庁日）は除く

市役所2階、市民相談室
☎26-5760

ＤＶ相談 月～金曜日／
8：30～17：15

配偶者暴力相談支援センター
（庄内総合支庁子ども家庭支援課）
☎0235-66-4759

女性のための相談

月～金曜日／
8：30～17：15

市役所1階、こども家庭センター 
☎24-0981

月～金曜日／
9：00～16：00

交流ひろば1階、市男女共同参画推
進センターウィズ ☎26-5616

男性ほっとライン 第1・第2・第3水曜日／
19：00～21：00

山形県男女共同参画センター チェリア 
☎023-646-1181

年金受給相談
（予約による相談）

月曜日／9：00～19：00
火～金曜日／9：00～17：15
第２土曜日／10：00～16：00

街角の年金相談センター酒田
☎0570-05-4890（予約専用）

交通事故相談 月～金曜日／
9：00～16：00

山形県交通事故相談所庄内支所（庄
内総合支庁内）
電話相談可。 ☎0235-66-5452

ひきこもり相談 月～金曜日／
8：30～17：15

市役所1階、市福祉企画課地域福祉係 
☎26-5731

教育相談
月～金曜日／
9：30～18：00
土曜日／9：30～12：30

総合文化センター2階、教育相談室 
0120-783-042

soudan@sakata.ed.jp
（予約受け付けのみ）

青少年相談 月～金曜日／
9：30～16：30

総合文化センター2階、市青少年指導
センター ☎24-2901

心配ごと相談 7日㈫、21日㈫／
9：00～正午

地域福祉センター（新橋二丁目1-19）
☎23-5765

あんしん相談
（困りごと相談）

13日㈪／13:30～15:00 八幡タウンセンター ☎64-3765

10日㈮／10:00～11:30 ひらたタウンセンター ☎52-2260

15日㈬／13:30～15:00 松山健康福祉センター ☎62-2843

眠れない…は
心のSOS
こころの相談窓口

月～金曜日／
8：30～17：15

市健康課 ☎24-5733
八幡総合支所健康福祉係 ☎64-3113
松山総合支所健康福祉係 ☎62-2611
平田総合支所健康福祉係 ☎52-3912
庄内保健所地域保健福祉課

（庄内総合支庁1階） 　
☎0235-66-4931

山形いのちの電話 年中無休／
13：00～22：00

（社福）山形いのちの電話
☎023-645-4343

家庭教育電話相談
ふれあいほっとライン

月～金曜日／
8：30～17：15

（相談員対応は
9：00～16：15）

県教育局生涯教育・学習振興課
☎023-630-2876 

023-630-2874
yshogaku@pref.yamagata.jp

児童虐待かもと思った
ら…すぐに電話を

年中無休 児童相談所全国共通ダイヤル ☎189

月～金曜日／8：30～17：15 市役所1階、こども家庭センター
☎24-0981

項目 日時 場所／問い合わせ

生活困窮者
自立支援相談

月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日、年末年始除く）

生活自立支援センターさかた
（地域福祉センター内）
☎25-0350 24-6299
jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

若者の就職・転職・仕
事の悩み相談

月～金曜日／
10:00～18:00

山形県若者就職支援センター（中町
庁舎2階） 0120-219-766

内職の相談 月～金曜日／
9：00～16：00

市役所6階、市商工港湾課 
☎26-5757

労働相談
（社会保険労務士駐在日）

原則金曜日／
13：00～16：30

庄内総合支庁産業経済企画課
☎0235-66-5491

身体障がい者
更生相談

第2・第4水曜日／
13：00～15：00

市身体障害者福祉センター 
☎26-3715

精神保健福祉相談 17日㈮／13:30～15:30
（14日㈫まで要予約）

庄内保健所地域保健福祉課相談室
（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

女性の健康相談
月～金曜日／
8：30～17：15

（閉庁日除く）

庄内保健所子ども家庭支援課相談室
（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

ひきこもり相談 28日㈫／
13:30～15:30(要予約)

庄内保健所地域保健福祉課相談室
（庄内総合支庁1階）　
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・梅毒・性器クラ
ミジア感染症、Ｂ型肝
炎およびC型肝炎個
別相談・血液検査

［相談］月～金曜日／
8:30～17:15

［検査］毎週火曜日／
9:20～11:30、28日㈫の
み13：30～18：40も実施

（要予約、いずれも閉庁日除く）

庄内保健所保健企画課健康相談室
（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4920

結婚に関する相談
月～金曜日／9：00～16：00
第1・第３木曜日／14：00
～21：00（要予約）

交流ひろば1階 
市結婚サポートセンター ☎26-5670

外国出身者のための
相談

月～金曜日／9：00～16：00
（外国語の相談は要予約）

交流ひろば2階 
市国際交流サロン ☎26-5615

◆祝日の相談は事前に問い合わせてください。

混雑が予想されますので、できる限り平日または
土曜日の午前中に開業医を受診してください。
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2020年～2023年に新規認定されたユネスコ世界
ジオパークの認定証を手に、喜びを分かち合う大会
参加者。

　
こ
の
間
の
こ
と
で
す
。
小
学
３
年
生

の
ト
モ
ち
ゃ
ん
は「
マ
マ
の
膝
の
上
じ
ゃ

な
い
と
宿
題
が
で
き
な
い
」と
言
い
張
り
、

マ
マ
を
困
ら
せ
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
、

家
で
は
マ
マ
に
べ
っ
た
り
で
す
。
一
人

で
で
き
る
こ
と
を
で
き
な
い
と
言
っ
て

み
た
り
、
抱
っ
こ
を
せ
が
ん
だ
り
と
「
３

年
生
に
も
な
っ
て…

…

」
と
マ
マ
は
戸

惑
う
ば
か
り
で
す
。
仕
事
が
忙
し
い
と

き
や
家
事
で
手
一
杯
の
と
き
に
絡
ま
れ

る
と
、
正
直
「
も
う
勘
弁
し
て
」
と
言

い
た
く
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
赤
ち
ゃ
ん

返
り
」
の
行
動
は
、
母
親
の
妊
娠
や
出

産
を
き
っ
か
け
に
２
歳
か
ら
５
歳
く
ら

い
の
子
ど
も
に
見
ら
れ
る
の
で
す
が
、

ト
モ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
小
学
生
や

一
人
っ
子
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
多
く
の
場
合
、「
学
年
が
上
が
っ
て
環

國
眼 

眞
理
子 

先
生

東
北
公
益
文
科
大
学 

名
誉
教
授

境
が
変
わ
っ
た
」「
生
活
習
慣
が
変
わ
っ

た
」「
親
と
一
緒
に
い
る
時
間
が
減
っ
た
」

な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
が
引
き
金
に
な
る
よ
う
で
す
。
昨
今

の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
な
ど
も

誘
因
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。大
人
に
と
っ

て
わ
ず
か
な
変
化
で
あ
っ
て
も
、
子
ど

も
の
内
面
に
「
不
安
」
や
「
寂
し
さ
」

は
生
じ
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
言
葉

で
う
ま
く
表
わ
せ
な
い
と
き
、
身
近
な

人
に
甘
え
て
解
消
し
よ
う
と
し
ま
す
。

い
わ
ば
甘
え
に
よ
っ
て
心
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
充
電
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
で
す
か
ら
「
も
う
大
き
い
の
だ
か
ら

お
か
し
い
で
し
ょ
」「
ど
う
し
て
で
き
な

い
の
」
と
叱
っ
た
り
無
視
し
た
り
し
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。ハ
グ
し
た
り
抱
っ

こ
し
た
り
、
肌
で
甘
え
を
受
け
止
め
て

み
て
く
だ
さ
い
。
あ
る
い
は
自
分
だ
け

が
マ
マ
や
パ
パ
を
独
占
で
き
る
時
間
を

つ
く
っ
て
あ
げ
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
返
り
も
成
長
の
プ
ロ
セ
ス
で

す
。
や
が
て
変
化
を
乗
り
越
え
、
落
ち

着
い
て
い
き
ま
す
。
　

　
ち
な
み
に
ト
モ
ち
ゃ
ん
の
場
合
「
何

か
い
つ
も
と
違
う
な
」と
思
っ
て
い
た
ら
、

そ
の
夜
に
な
っ
て
発
熱
。
心
だ
け
で
は

な
く
体
も
不
調
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

マ
マ
抱
っ
こ
！

す
く
す
く

子
育
て
講
座

酒田っ子

第
　
回
134

問市交流観光課
　観光戦略係
　☎26-5759

日本海と大地がつくる 水と命の循環

鳥海山・飛島ジオパーク

　
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
持
続
可
能
な
地

域
社
会
を
構
築
し
、
地
域
内
の
資
源

を
未
来
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
た
ユ
ネ
ス
コ
の
正
式
事
業
で
す
。

し
か
し
こ
の
目
的
を
か
な
え
る
こ
と

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
地
域
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
互
い
の
取
り
組

み
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
重
要

な
機
会
が
、
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ

る
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議

で
す
。

　
令
和
５
年
９
月
、ア
フ
リ
カ・モ
ロ
ッ

コ
の
第
４
の
都
市
、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で

開
催
さ
れ
た
「
第
10
回
ジ
オ
パ
ー
ク

国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
」（
以
降
、
世
界

大
会
）
に
は
、
50
以
上
の
国
々
か
ら

２
千
人
以
上
が
参
加
し
、保
全
、教
育
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
気
候
変
動
な
ど
の
９

つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
、
各
地
域
の
活

動
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
教

育
の
分
科
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

教
育
活
動
の
質
を
維
持
す
る
た
め
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
た
例
が
紹
介
さ

れ
、
発
表
者
と
聴
講
者
の
間
で
、
そ

の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、
９
月
８
日
に
発
生

し
た
大
き
な
地
震
に
よ
り
、
世
界
大

会
の
一
部
や
、
ア
フ
リ
カ
初
の
ユ
ネ

ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
で
あ
る
ム
ゴ

ウ
ン
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の

現
地
見
学
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
世
界
大
会

に
参
加
し
、
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー

ク
の
存
在
を
示
す
こ
と
は
、
ユ
ネ
ス

コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
目
指

す
う
え
で
重
要
で
す
。

　
次
の
世
界
大
会
は
、
令
和
７
（
２

０
２
５
）
年
に
、
チ
リ
・
キ
ュ
ト
ラ

ル
ク
ラ
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

第10回ジオパーク
国際ユネスコ会議

第106回

（一社）鳥海山・飛島ジオパーク
推進協議会事務局 次長兼主任研究員

大野 希一氏
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ホームゲームへ行こう！

VOICE OF ARANMAREアランマーレボイス オブ 86
VOL.

P O I N T
1

P O I N T
2

20

PRESTIGE
INTERNATIONAL

3

PRESTIGE
INTERNATIONAL

19

PRESTIGE
INTERNATIONAL

Aranm
are

11
月
11
日
㈯
、12
日
㈰
、小
真
木
原
総
合
体
育
館（
鶴
岡
市
）で
今
季
最
初
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
開
催
！

観
戦
に
向
け
て
、応
援
の
仕
方
や
試
合
を
よ
り
楽
し
む
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

応援が生み出す一体感は
ホームゲームの醍醐味。動
画で覚えて会場で盛り上
がろう！

応援のコールや動きは
SNSでチェック ！

木村 友里
主将（＃3）有薗 未也美

選手（＃19）

佐藤 菜々美選手（＃18） 角田 南見選手（＃16）

がんばれ
～！

がんばれ
～！

▲インスタグラム ▲エックス

▲アランマーレ山形
ホームページ

アランマーレのホームゲー
ムといえばオレンジ一色の
会場！燃え上がる闘志のよ
うなオレンジで染めて、一緒
に「アランマーレ旋風」を巻
き起こしましょう！

小野山 博子
選手（＃20）

日本最高峰の舞台でもチャ
レンジャーとして大暴れしま
す！各ポジションの選手た
ちが見せる迫力満点のプ
レー、そしてアランマーレの

チーム力をぜひ会
場で体感してね！

日時／11月11日㈯、12日㈰午後1時～
場所／鶴岡市小真木原総合体育館
◆チケット販売方
法など詳しくは、
右記二次元コー
ドから

タオルやスティックバルーン
を振ってエールを送ろう！

▲新戦術「３Dシンク
ロコンビ」で縦横無
尽に攻撃！

◀鉄壁のブロックと
粘りのレシーブで守
り抜く！

▲磨き上げた「攻めるサーブ」
で勝利を呼び込む！

会
場
を
オ
レ
ン
ジ
に
染
め
て
応
援
！

選
手
た
ち
の
全
力
プ
レ
ー
に
注
目
！

会場観戦 おうちでテレビ観戦

日時／11月11日㈯午後1時～
場所／ミライニ（エンガワラウンジ）
観覧席／30席程度（入場制限する場合あり）
費用／無料
申し込み／当日会場へ
ミライニ駐車場／2時間まで無料
問市スポーツ振興課スポーツ振興係 ☎43-6651

日時／11月11日㈯午後1時～
内容／開幕戦をNHKで生中継
します

パブリックビューイング

みんなで応援しよう！！

応援動画は
11月上旬に
公開予定

随時チェックしよう！

ATTACK!ATTACK!アタックアタック

DEFENSE!DEFENSE!ディフェン
ス

ディフェン
ス

SERVE!SERVE!サーブサーブ

ブイ リーグ ウーメンディビジョン

2023-24 V.LEAGUE DIVISION1 WOMEN ホームゲーム 11日 デンソーエアリービーズ
12日 NECレッドロケッツ

対戦
相手

すくすく子育て講座／鳥海山・飛島ジオパーク リレーコラム／ボイス オブ アランマーレ
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いつまでもお元気で

大学生が提案
「民生委員・児童委員の欠員解消策」

　敬老の日に長寿をお祝いするため、市内に住む男性最
高齢者の西岡留吉さんを訪問しました。西岡さんは数え年
103歳となる方で、本市より息子さん同席のもと賀詞とお

祝いの花かごを
贈呈し、「これか
らも元気で長生
きしてください」
と、長寿をお祝
いしました。

　まつやま大手門くらふとフェア、日和山クラフト・アート
フェア2023 in 酒田が開催され、全国各地からクラフト作
家が出店。訪れた各会場では青空の下、お気に入りの作品
を探して楽しむ方でにぎわいました。

　写真文化、写真芸術の振興および奨励することを目的
として平成6年から始まった同賞は今回で29回目を迎え、
全国各地からたくさんの応募作品が寄せられた中から4

名の方が受賞し
ました。開館40
周年を迎えた同
館を訪れた多く
の方からも受賞
者に盛大な拍手
が送られました。

　国際交流まつりin中町2023が交流ひろばで開催され
ました。いろいろな国の「ようこそ」の言葉を紹介するイベ
ントからまつりがスタート。世界の歌や踊りのステージショー、

外国語に触れる
コーナーや外国
料理の販売など
が行われ、訪れ
た市民は世界の
さまざまな文化
を楽しんでいま
した。

　酒田市スポーツ推進委員会主催「酒田市ファミリー健
康体力測定会」が市武道館で開催され、小学生から70歳
代まで男女約20人が参加しました。反復横とび、立ち幅と

び、障害物歩行
などの多彩な種
目に、参加者は
心地よい汗を流
しながら運動に
対する関心を高
めました。

　第59回酒田創意くふう展の表彰式が行われ、特選・特別
賞に選ばれた20人の児童は緊張した面持ちで賞状を受け
取っていました。本市と遊佐町の小学生を中心に寄せられ

た約100作品の
うち、万能ネギ
カッターや回転
式もの干し竿な
ど、創意工夫を
凝らしたユニー
クな作品が選ば
れました。

　東北公益文科大学の学生が授業の一環で行ったインター
ンシップ（就業体験）の成果報告会が公益ホールで行われ
ました。「民生委員・児童委員の欠員問題」に対し、民生委

員・児童委員の
活動紹介動画の
作成や、学生が
ボランティアとし
てサポートする
仕組みなどを提
案したチームが
最優秀賞に輝き
ました。

全国の手づくり作品が
松山歴史公園・日和山公園に集結

第29回
酒田市土門拳文化賞授賞式開催

柔軟な発想が生み出した作品

世界の文化に触れる 家族や仲間と一緒に
健康を維持しよう

9/18

10/19/30

10/11
　西荒瀬小学校の5年生など児童24人が参加した華いっ
ぱいプロジェクト花育授業。児童たちは講師から「花は人
生を豊かにしてくれる」「花を見たり触っていると笑顔にな

る」などの話を
聞いた後、フラ
ワーアレジメン
トにチャレンジ。
茎の長さや花の
向きなど考えな
がら作品を作り、
会場内は笑顔で
あふれていました。

酒田の花に触れて笑顔広がる10/13

9/24

酒田のラーメンが
「ご当地ラーメン日本一」に！！

　10月5日～9日に行われた「日本ご当地ラーメン総選挙」
本戦において「酒田のラーメン」が全国から集まったラーメ
ンファンを魅了し、見事に1位を獲得しました。酒田の人に

約100年愛され
続けた味は「ご当
地ラーメン日本
一」として今後ま
すます各方面か
ら注目を集める
ことが期待され
ます。

　消防本部で行われた「消防フェスティバル2023」に、家
族連れなど1,200人を超える方が来場してにぎわいました。
消防音楽隊演奏のほか、はしご車やミニ消防車の乗車体験、

放水体験など、
子どもたちに人
気の体験が盛り
だくさん。放水体
験では、防火服
を来た児童たち
が消防隊員にな
りきっていました。 

　39のサークル・団体が参加した生涯学習まつり2023
が総合文化センターで開催されました。ステージでの活動
発表をはじめ、絵はがきの作成や書の体験などの体験学

習、紙コップけん
玉作り、ボール
すくいやチャリ
ティバザーに大
人から子どもま
で楽しんでいま
した。

ちびっこ消防隊員出動！10/1 10/9

見て、体験して、楽しむ！

9/23・24 
10/14・15 9/24

▲まつやま大手門くらふとフェア ▲日和山クラフト・アートフェア
　2023 in酒田

10/14・15
　土門拳記念館開館40
周年を記念して、ロータ
スガーデンの畠山秀樹氏
によるフラワーアートの
デモンストレーションを
開催。訪れた方と一緒に
約700輪のピンクや赤の
ダリアを同館前の芝生に
敷き詰めました。訪れた
方は作品や芝生周辺の
景観の美しさに立ち止ま
り、見入っていました。

ダリアのじゅうたん華やかに10/14・15

あの日あの時の気になるニュースや
明るい話題を振り返ります。
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No.217

〒998-8540 山形県酒田市本町二丁目２番45号
☎0234-22-5111（代表）
FAX.0234-26-3688

酒田市役所

〒999-6711 酒田市飛鳥字契約場30番地
☎0234-52-3111（代表）
FAX.0234-52-3116

平田総合支所

〒999-6861 酒田市字山田27番地の４
☎0234-62-2611（代表）
FAX.0234-62-2618

松山総合支所

〒999-8292 酒田市観音寺字寺ノ下41番地
☎0234-64-3111（代表）
FAX.0234-64-3110

八幡総合支所

本紙に関するご意見、
ご要望をお寄せください。

酒田市市長公室
広報広聴係

☎0234-26-5706（直通）
FAX.0234-26-3688
　  koho@city.sakata.lg.jp

 ごみ減量と
リサイクル
 ごみ減量と
リサイクル

チャレンジ！

も
循
環
す
る

時
代

9月のごみの量
2,705㌧

前年同月に
比べて

ー382㌧

服もリサイクルすることで
新たな価値を
生み出します

飛島神楽

入場
無料

木川神楽

第
54
回 

酒
田
民
俗
芸
能
公
演
会

日
時
／

12
月
3
日
日

午
後
0
時
30
分
開
演
（
正
午
開
場
）

出
演
団
体

・
中
平
田
子
供
神
楽

・
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田
光
陵
高
等
学
校
書
道
部

・
六
所
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存
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市
）
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）

・
木
川
神
楽
保
存
会

・
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俗
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フ
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タ

場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

▲《ねぶた師》2020年  ©中島潔

11月18日　 ～令和６年1月21日

酒田市美術館特別展酒田市美術館特別展

日　　時／11月18日㈯午前10時～10時30分
定　　員／40人
費　　用／無料（観覧料別途）
申し込み／当日午前9時～ 受付で整理券配布

日　　時／11月18日㈯
　　　　　①午前10時45分～11時30分
　　　　　②午後1時～1時45分
定　　員／各回50人
申し込み／ミュージアムショップにて図録、書籍、版画
　　　　　購入の方に先着で整理券を配布

開館時間開館時間

休 館  日休 館  日

午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）

　ノスタルジックな童画で知られる中島潔の画業をたどる展覧会。
近年、新しいテーマとして「女性画」を描いています。
　本展覧会では新作《酒田舞娘》を本邦初公開で展示します。

画業50周年 一瞬間の“煌めき”
きら

中島潔 

会　　期会　　期

一般1,200円、高校生600円、中学生以下無料

12月から月曜日（祝日の場合は翌日）
12月29日㈮～令和6年1月3日㈬

中島潔氏サイン会

酒田舞娘演舞

土 日

観 覧 料観 覧 料
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問 市文化政策課文化財係 ☎24-2994　

問 酒田市美術館 ☎31-0095 




